
究

厚

生

経
濟

學

史

の

一
節

9

8

団
幣
『言
と

耐

會

的

孚

圃

手

塚

壽

郎

一
八
八
八
年

に
、
9

8

国
津

昌
凶
は

〉
昏
魯

紹
民

国
。
ら
窪

と
題
す

る

一
書
を
著

し

て
、
ド
イ
ッ
の
各
地

の
大
學

に
學
位
講
求
論

文

と
し

て
提
出

し
た
が
、
そ
れ
は
何

れ

の
大
學

の
受
付
く
る
所

と
も
な
ら
な

か

つ
た

の
み
な
ら
す

、
ま
た
多
歎

の
讃
者

を
見
出
す

こ
と
も
出
來
な

か

つ
た
。
深
き
失
望

の
感

に
打

た
れ
た

図
郎
膏

は

一
八
九
三
年

、
右

の
著
述

の

縢

`
日
伽
で
あ
る

囚
弩

3
厨
目
霧

傷
巽

宕
観
鐘

窪

◎
。ぎ
き
日
斧
(閑
。
昌
ε

を
公
刊
し

て
、
自

ら

の
所
読

に
封
す
る
世
人

の
注
意

を
喚
起

せ
ん
と
努

め
た
が
、

世
人
は
衡

厚
生
経
濟
學
更
の

一
館

9
δ

更
ご

窟
と
肚
倉
的
争
囲

一



厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

9
8
国
藩

「言
と
祉
會
的
孚
圖

二

之
を
顧

み
な

か
つ
た
。
ド

イ
ッ
の
諸
大
學

に
於

て
受
付
け
ら
る

玉

d
駐
①壁

昏

昌
が
如
何
な

る
出
來
榮

え

の
業

績

で
あ

る
か
を
知

る
私
共

は
、
訂

り
彗
雷
σq8
貯
日
8
伽8
昌
。
ヨ
5
き
ψ
の
序
文

に
於

て

国
訣
巽
冒

が
悲
憤

に
満
ち
充

て
る
言
僻
を
以

て
ド
イ
ツ
諸

大
學

戦
投

ら

の
學
問
的
良

心
を
罵
倒

し
去

つ
て
ゐ
る
態

度
(
註

一
)
を
理
解
す

る
こ
と
が
出
來

る
。
然
し
な

が
ら
、
国
津
膏

は
此
ら

の
事
情

に

屈
す

る
こ
と
な
く
、

一
八
九

七
年

、
》
「げ
昏

g
邑

閑
&
窪

を
改
版

し
、
分

冊

と
な
し
、
債
格
を
驚
く

べ
き
廉
債

と
な
し

て
、
所
読
を

世
人
に
訴

へ
た
。
(
註
二
)
だ
が

こ
れ

も
無
釜

で
あ

つ
た
。
け
れ
ど
も
奇
し
き
は

国
津
昌
凶
の
運
命

で
あ
る
。

猫
逸
學
界

に
於

て
全
く

顧

み

ら

れ

な

か

つ

た

彼

の
著

作

は

、

佛

蘭

西

に
於

て
先

づ

現

O
。
頴
σq
。
自
。
団
冨
昌
8

の
敢

授

O
冨

匙
$

ぎ

亀
臼

に

よ

つ

て

、

、、に

超
匂・
拓
ヨ
o
傷
層
国
津

『冒

霧
斤
ユ
、菩

9
窪

.亀

o
賊
二
。
且
器

く
剛磯
o
霞

。
巽

ρ
三

聾

響
寓

。
耳
伽
唱
o
自

8
蕊
捧
⊆
。
H
き

o
伽
8

3

邑

。
唱
o
臣

ρ
器

醤

N
o
り"
(
註

三
)

と
最

も

高

〈

評
債

せ

ら

れ

、

次

い

で

〉
山
。
ぢ
冨

ピ
彗

侮
蔓

代

議

士

に

よ

つ

て
甚

だ

高

く

評

便

せ

ら

れ

る

と

同

時

に
、

屡

々
論

評

の

封

象

と

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

ピ
9
巳

越

の
批

評

に

從

つ

て
、

修

正

す

べ
き

も

の

を

修

正

し

、
固

執

す

べ
き

も

の

を

固

執

し

つ

、
、

一

九

〇

六

年

、

国
津

醤

は

佛

文

を

以

て

ピ
窃

§

雷
㈹
。
昌
冨
ヨ
窃

伽
8
8

ヨ
置
器

。・
を

公

刊

し

て

ゐ

る

。
此

公

刊

か

ら

既

に

二

十

六

年

の
歳

月

が

流

れ

た

に
拘

ら
す

、

今

も

術

頃

剛。
旨
R

の

所

読

は

知

ら

る

曳
こ

と

多

く

は

な

い
。

(
註

一
)

国
験

昔

し

・。
い
凶
三
9。
m
o
三
い
ヨ
①器

。8
。
邑

虐
β

〉
<
碧
けも
δ
℃
o
伊
唱

・
目
!
2

国
浄

巨
N㍉

b
℃
昌
三

℃
2
)8
毛

ξ

む。δ
。
§

5
琴
℃
㍗

ひ
p

(
註

二
)

国
頃
窪

N
弘
・窃

暫
三
p
σq
8

一いヨ
$

伽
8
8
巳

ρ
器
9
レ
養
馨
・箕
o
℃
0
3
℃
・
令

(
註

三
)

ヨ
算

M
男
誌
厨
8

α
o
O
穿
鎖
二
窪

〉
乙

♂
び
℃
.
H
<
.

た

穿
少
数

の
專
攻
學
者

の
み
が
彼

の
所
読

の
學
問
的
便
値

を
充
分

に
認

む
る

に
至

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
少
く
と
も

彼
の
思

「



へ

想

は
其

著

想

に
於

て
は
甚

だ

重
要

な

も

の
で
あ

る
と
思

ふ
。
ピ
鎖
民

越

の
傑

作

ピ
.
昌
霞
審

。・。
魯

δ

号

蜀

肩
。
箕
一伽忠

冒
島
言
含

亀
。
は
其

オ
リ
ヂ

ン
を

》
き
簿

§
住
国
。
傷
窪

の
讃
書

と
共
批
判

に
獲

す
る
も

の
で
あ
り
、
叉
私

の
直
観
的
な
る
印
象

に
よ
れ
ば
、
i

誰

明

は
、
他

日
こ
れ
を
な
す
機
會

を
作

る

で

あ

ら
う
ー

ビ
グ
ー

の

≦
バ
聾
ゲ
彗
傷
≦
-舞
舞
ρ

お
H
トっ
.
の
著
想
は

い
9巳
藁

を
通

し
て

国
津

昌
N
に

オ
リ

ヂ

ン
を

も

つ
も

の
で

あ
り

、

ピ
。
円㌶

の

=

o
昌
臼
ヨ
窪
飢
巴

6暮
田
9

傭
o匿
櫛

議
o
Hヨ
騨
9
8
0
巳

β

H
O
旨

・
は

ビ
グ

ー

、

ラ

ン
ド

リ

ー
を

通

し

て

褐
穿

「冒

に
世
ハオ

リ

ヂ

ン
を

も

つ
も

の

瓦
如

く

で
あ

る
。

私

の

国
穿

#
N
研
究

は

、
從

つ
て
、

厚

生

経

濟

學

読

史

研

究

へ
の

一
寄
與

を

な

さ
う

こ
と

を

目
的

と
す

る

。

た

Ψ
し

、

こ

玉
で

の
研

究

は

、
国
穿

昌
凶
の
所

読

の
全

面

に
組

織

的

に

燭

れ

よ

う

と
す

る

の
で
は

な

く

、
経

濟

に
現

は

る

」
杜

會

的

孚

岡

に
就

い

て

の

彼

の

所

論

と
其

批

評

と

の
み

に
關

す

る
つ

と

は

云

へ
、

此
解

読

と
批

判

と
は

、

彼

の
所

読

の
全

面

的

理
解

に
充
分

に

役
立

ち

得

る

で

あ

ら

う

と

信

す

る
。

け

だ

し
彼

が

謬
審
㌫
房

肋a

。
♂
斡
ρ
口
霧

の
研
究

を

な
す

こ

と
多

し

と
す

る
も

、

そ

れ

は
肚

會

的

争

闘

の
理
解

と
規

定

へ
の
準

備

に
他

な

ら

な

い

か

ら

で

あ

る
。

ま

た

彼

が

o。
a

o
ぎ
頓
器

の
實

践

に
關

す

る
部
分

を
取

扱

つ

て
ゐ

て
も

、

ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム
が

生

す

る

の

を

如

何

に
し

て
防

ぎ

、

叉

は

ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム
の
結
果

を
攣

化
す

る

に
は
如

何

様

に
干
渉

す

べ
き

か
を

し

か

、
問

題

と

し

て
ゐ

な

い
か

ら

で
あ

る
。

田

。N言

は

ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム

の
研

究

を
、

古

代

の
ド

ラ

マ
に
於

け

る

。
彗
翼

3
嘗

。
に
相

懸

す

る
も

の

で
あ

る

と

云

ひ
、
国暑
伽臨
窃

の
研

究

を
其

n昌
巳
ρ
ま

に
、
此

ら
利

釜

の
衝

突

に
於

て
害

せ

ら
れ

た

る
利
釜

に
封

し

て
與

ふ

べ
き
保

護

を

象
昌
。
ρ
§

再

に
相

慮

す

る

と

云

つ

て
ゐ

る
。
(註
)
而

し

て

6
彗
鐘

3
筈

。
こ

そ

は

ド

ラ

マ
申

の

宕

陶算

。巳
ヨ
冒
彗
け
で
あ

り

、
肚

會

争

圖

の
研
究

は
肚

會

學

的

研
究

の
最

高

頂

を

な
す

の

で
あ

る
。

・

厚
生
煙
濟
學
史
の

M
節

9
8

国
濤

言

と
杜
會
的
箏
圖

三



厚
生
煙
濟
學
史
の

一
節

9
仲o
国
漆

N言

と
祉
禽
的
争
圖

四

(
註
)

国
津

肖欝
鴇
ピ
畠

碧
討
㎎
》三
。・§
①
u
伽
8
昌o目
5
ロ
。・nも

℃
●
旨
ー
『・

と

こ
ろ

で

〉
具
鎧
o
昌
断ωヨ
・
と
は
如

何

な

る

も

の
で
あ

る

の

か
。

此
問

に
答

へ
ん

が
た

め

に
は

、

先

づ
利

釜

と
利

釜

と

の
間

に
存

在

す

る
關

係

を

考

へ
て
見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

そ

こ

に
は

調

和
的

關

係

、

即

ち

二

つ

の
利

釜

が

同

一
方
向

に
攣

化
す

る
關

係

が
あ

の

り
得

る
。
ま
た

二

つ
利
釜
が
互
に
反
樹

の
方
向

に
攣

化
す

る
關
係

が

あ

り

得

る
。
こ
れ
が

ト
葺
9
σq
。
駐

ヨ
。
で
あ
る
。
或
學
者

は

》
三
茜
。
駐

已
。
や

》
薮

ぎ
忌
。
や

O
。
三
壁
臼
9
凶8

の
間

に
何
ら

の
匿
別
を

な
さ
な

い
の
で
あ
る
が
、
此
ら

の
間

に
は
同

一
覗
す

べ

か
ら
ざ
る
匠
別
が
あ
る
。

〉
昌
ユ
昌
。
ヨ
冨
は
、

例

へ
ば

二

つ
の
経
濟
量

が
反
封

の
方
向

に
攣
化
す
る
關
係
を
表

は
す

に
止
り
、
二

つ

の
利
釜
が
反
樹

の
方
向

に
攣

化
す

る
關
係
を
表
は
す

と
は
限
ら
な

い
。
相

反
的

な
る
關
係
を
も

つ
二

つ
の
量

が
利
釜

で
あ
る
場
合

に
の
み
、
〉
葺

き
該
。
は
同
時

に

〉
葺
茜
8
騨
B
。
で
あ
り
得

る
。

ま

た

O
o
旨
§
亀
鼠
。
昌
は
思
惟

の
う
ち

に
の

み

あ

る

の
で
あ

っ

て
、
實
在

の
う
ち
に
あ
る

の
で
は
な
・い
。

矛
盾
は
人

々
の
思
惟

の
う
ち

に
現
は
れ
た

8
昌
ぼ
ωご
昌

か
ら
生
ず

る
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
矛
盾
は
常

に
誤
謬
を
含

ん
で
ゐ
る
。
之

に
反
し

〉
&

き
慧
。
も

ぎ

齢茜
8
ぎ

・
も
實

在

の
う
ち
に
存
在
す

る
。
(
註
)

(
註

)

国
穿

旨

噂
H
」o
。。
β・
冨
鍵
σq
o
巳
。・目
o
。。
伽
8
召
慧
虐

3

℃
b

象
・

〉
目
冨
σq
。
駐

B
。
は

利

釜

の

間

に

存

在

す

る

背

反

的

關

係

で

あ

る

か

ら

、

杜

會

的

ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム

に

は

、

四

つ

の
観

黙

か

ら

匿

別

を

な

す

こ

と

が
出

來

よ

う

。

μ
・

卜
8

彗
雷
讐
島

ヨ
8

。昌

。
翻

自
窪
伽
器
譲

9

虜
.
(
異

れ

る
種
類

の
利

釜

の
ア

ン
ク

ゴ

ニ
ズ

ム
)

悼

症

9
艮
9
碧
昌
尻
目
8

。
鼻
器

冨

葺

伽匙
窃

謹
9。
尉
2

麗
雷
酵

●
(
眞
實

の
利

釜

と
想

像
的

利

釜

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
)



G。
・

冨

,。
5
雷
σq。
駐

ヨ
8

6三
旨

寓

侮
一穿

器
昌
富

¢口
蒼
ω.
(
異

れ

る
人

々
叉

は
主
髄

の
間

の
利

釜

の
ア

ン
ク

ゴ

昌
ズ

ム
)

↑

蜜

9
暮
茜
。
易

8
$

窪
9

騨

島
唐
巽
睾
窃
需
目
蜜

(
異

れ

る
時

間

の
間

の
利

釜

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
)

(
註

一
)

だ

が

国
津

旨
凶
が

、
》
膏

ぼ

5
傷
廓
&
窪

や

ピ
窃

彗
富
喀
昌
置
§
窃

伽8
召

ヨ
5
賃
$

に
於

て
問

題

と
し

た

の
は

、
経

濟

的

利

釜

の
背

反

で

あ

る

か

ら
、

彼

の
所
読

は

自

ら

左

の
如

き
も

の

に
限

ら

れ

た
。

の
み

な

ら
す
、

ラ

ン
ド

リ
ー

が

注

意

し

て
、
、.ピ
.o
昌

露

マ
碧
客

驚

く
。
穿

ρ
8

雷
昌
駐

ε

.嵩
窪

。
霞

㈹
巴

①
8
蕊
養

鍵

弩

.ぎ

α。
駐

彗
審
碧
巳
9
窃

傷
。
冒

"
3
曾

。昏

ま

9

"
⑦
寅

誘
昌
喜

岸

①
魯

巳

ド

8
鼠
寒

♂
o
`
茜

o
o
幽器

◎o
◎

b
曽
σQ
$
い
自
ぼ
凶
。。
ロ
津

貯
亀
o
心
U
僧
ロq
8

唱
o
自
円
伽
2

自
自

0
8

ヨ
①
旨

窃

8

昌
津
器

ら
9
蕊

ド

。。0
9
評
伽
8

0
即巴
聾

o
.
(》
み

o
律

ロ
昌
"

剴
a

呂

嚇

酔
』
」

箸

・
bρ
も9
q
l

Q◎
O
庶

ρ

目
H
"
署

・
◎。
恥
i

メ
)
ピ
。
。・。
三

彗

雷
映
o
昌
両。。
ヨ
。
ρ
気

。
風

。・言

負
き

q。
討

。・
o
象

蒜

8

0
竃

幽g
ρ

o
.聾

℃
弓
自

二

耳

8
嵐

ρ
巳

欝

謬

脅

蜀

づ
舞

塞

o
自
窃

炉
。
B
日
2
・..
(
註

二

)
と

云

つ

て

ゐ

る

や

う

に

、

国
津

「
日

は

維

濟

的

ア

ン

タ

ゴ

ニ
ズ

ム

の

研

究

を

、

ブ

ル

ヂ

ヨ
ア

肚

■

會

の
そ

れ

に
限

つ
て

ゐ

る
。

一
、
眞

實

の
利

釜

と
想

像

的

利

釜

と

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム

ニ

、

現
在

の
利

盆

と
將

來

の
利

釜

と

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム

三
、

個

々
人

の
利

釜

の
ア

ン
ク

ゴ

昌
ズ

ム

四

、

個

人

の
利

釜

と

紅
會

の
利

釜

と

の

ア

ン
ク

ゴ

ニ
ズ

ム
(
註
三
)

私

は

こ

玉
で
は
此

ら
最
後

の

二

つ

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
の

み
を

、
国
歳
窪
貸

の
読

明

の
う

ち

に
眺

め

て
見

た

い
と
思

ふ
。
(
註
四
)

(
註

一
)

両
津
慧
N℃
H・oψ
9。昌
鼠
喀
昌
尻
目
om
伽8
昌
oヨ
凶紹
oい℃
ヤ
お
凱・

・

厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

9
ε
卑
h。旨

と
杜
會
的
争
翻

五



(
誰

二
)

(
註
三
)

(
註
四
)

厚

出
幽縄
濟
學
-更
の

一
箭
㎜
O
篠
o
国
欝

艮
N
と
赴
會
一的

孚
團
桝

山ハ

ζ

づ
山
薫
.
H
.暮
崔
篇

8
9
巴
o
自
o
ポ

窟
o
℃
臨
傘
伽
ぎ
伽
三

含
o
昌
o
℃
で
●
轟
ひ
ρ

国
h瀞
壇黄

ピ
o
。・
"
導
謎
g
尻
旨
o
凱
①
8
ロ
o
日
凶ρ
g
伊
喝
.
蕊
い
願

9

8

国
穿

叫9

の
學

説
に

も
と

工
り

、
彼
の
生
活
事
實

も
殆
ん
ど

全
く
我
國

の
學
界

に
知
ら
れ

て
ゐ
な

い
。
欧
来
の
學
界

に
於

て

も
同

様

で
あ

ら
う
o

こ

」

に

は
、

O
げ
9為
藷

O
崔
o
が

肉
oく
q
o
q
ぶ
。
o
ロ
o
旨
8

℃
o
§
5
琿
o
℃
回
O
い
♪

℃
℃
.
◎◎
い
1
釣

に
載

ぜ
☆

男
o
o
8
ご
管
o
闘
ピ
o

智
o
瀞
沼
o
霞

9

ε

国
h
盆
門
～

に
撮
り

て
、
彼
の
生
活
の
概
観

な
な

し

て
置
く
。

彼

は
、
ド
イ

ツ
入
を

父
と
し
、
和
蘭

人
な
母
と
し

、

一
入
五
六
年

U
自
器
髭
。
襯

に
生
れ

て

ゐ
る
。

署
學
な
修

め
、
馨

師

と
な

つ
t
o

紹

セ2
ず
世

界
の
各
地
な
旋

行
し
、
南

ア
フ
リ
カ
、

メ
キ

シ

コ
に
住
み

、

メ
キ

シ

コ
ぞ

に
五

ケ
年
な
土
人

の
小
屋

で
過

し
て

ゐ

る
。

此
小

屋

の
中
ぞ
の
生
活
申

に
、
藪
學

上
の
問
題
な

取
扱

つ
t

》
箆
o
塁
。
琶

画
卜
筐
9
昌
①
な

ろ

一
書
た
著

し
て

ゐ

る
。
欧

洲
大
戦
中
に
或
和
蘭

の
汽

船
會

壮
の
船
磨

と
な
り

、
和

蘭

と
蘭

領

O
ξ
碧

o
と
の
間
な
屡

々
繧
復

し

て

ゐ
た
。

た
ま
く

O
舞
伽
o
げ
娼

。
島

に
寄
港
し

六
と

昏

、
ド
イ
ッ
入
五

ろ
故

な
以

て
、
捕

虜

と
し
て
佛
蘭

西

に
逡

ら
れ
、
初

あ

ω
巴
耳
・属
"
鑓
団器

に
、
次

に

O
鼠
話
a

⑦
に
、
嬬
和

の
時

ま
で

約

四

ケ
年
間
監
禁

ぜ
ら
れ
た
。

ヂ

ー
ド

と
ラ

y
ド
リ

ー
代
議

士

の
蓮
動

が
あ

つ
た

に
拘

ら
ず

、
何

ら
特
別

の
便
宜

が
與

へ
ら
れ
な

か

つ

た
。
監
禁
中

に
も
、

ラ

テ

y
語
な

以
て
数
學

の
小

冊
子

の
原
縮

な
書
き

上
げ
れ
と

云
ふ
。

然

し

国
穿

N臼

が
な

し
た
研
究

の
主
六

る
も
の
に
、
馨

學
で

も
な
く

、
殿
學
ぞ

も
な

い
o

そ
れ

に
縄
濟
學

で
あ

つ
六
。
彼

の

笛
ヨ
げ
窪
8

に
経
濟
撃

の
教

授
と
し
て
大
學

の
講
壇

に
立
ち
六

い
こ
と
そ
あ

つ
た
o
だ
が
此

野

心
に
少
し
も
満
足

ぜ
し
め
ら
れ
な

か

つ
お
o
ド

イ
ッ

の
諸
大
學

の
敏

授

に
浴
ぜ

か
け

索
罵
署

と
批
騨

と
に
、
彼
を
し

て
ド
イ

ツ
の
諸

大
學

に
近

づ
く

な
得

せ
し

め
な

い
や
う

に
し
お
o
げ
れ

ど
も

、
巴

里
大
學

の
法
學

部
は

一
九

一
二
年
自
由
講
座
な
開

い
て
、
国
hけ
M窟
な

し

て

Hげ
ロ
o
℃
ξ

u。δ
。
黙

剛。
な
講
ぜ
し

め
t
。

彼
の
喜

び

に
大

で
あ

つ
六
で
あ
ら
う
。

一
九

二

一
年

H
o
同
島
㊦
大
學

(
和
蘭

)
に
、

二

二
年
か
ら
講
義
心
な
す

べ
き
許

可
な

国
鴇
巽
富

に
與

へ
六
。

か
く

て
彼

に
永

い
間
望

ん
で

ゐ
お
彼
岸

に
達
し
得
六

わ
け
で
あ

ろ
が
、

不
幸

に
も

二

一
年

の
十

一
月

永
眠
し
表
o



,隅 幽

 

こ
れ
だ

け
の
生
涯
記
な
謹
む
の
み
ぞ

も
、

国
津

昌
N
た

o
蓉
。
艮
ユ
ρ
口
窃

の

一
入

と
す

る
こ
と
に
に
、
何
入
も

疇
躇

し
な

い
ぐ
あ
ら

う
0
1

げ

に
彼
に
、
生
涯
中

一
度
な

ら
ず

二
度

ま
ぞ

も
、
精
騨
病
院

に
ま
さ

に
投

ぜ
ら
れ
ん

と
し

六

こ
と
が
あ

つ
衷
o

恐
ら
く

こ
れ
に

罵
倒

さ

れ
六

ド
イ

ッ
諸
大
學

の
教
授
逡

の
陰
謀
の
結

果
で
あ

つ
六
と
思
ば
れ

る
。

そ
れ

に
し
て
も

、
彼
の
精
紳
的
能

力
が
傑

れ
て

ゐ
六

に
も
拘

ら
ず

、
亭
衡

な
保

つ
て
ゐ
な

か

つ
索

こ
と
だ

け
に
否
定
し
難

い
。
精
紳
的

能
力

に
亭
衡
な

映
く

こ
と
に
、
天
オ

と
相
容
れ
な

い
こ
と
そ

ば
な

い
o

ド

イ
ツ
の
諸
敷
授

に

国
鴇
窪
9

の
學

問
的
成

果
な

8
冨

と
見

て
ゐ

る
他
方

に
、

フ
ラ

y
ス
の
少

鍛
の
學
者
特

に

》
昌
臼
臼

と

ピ
碧
島
q

と
は

、
そ
れ
な

最
も
僕

れ
六
出
來
榮

ね
の
も

の
と
し
て
ゐ

ろ
o

国
浄

鱒盲

の
縫

濟
學
的

研
究
は
下

の
如
く

で
あ

ろ
。

り ←wP戸

〉

噌
げ
o
評

ロ
巳

団
巳

窪

●
ω
岩

仲o
ヨ

ユ
霞

℃
σ
窪

置
o
冨

昌

O
接

8

0
目

陣ρ

目
o。
G雨
◎。
●
(乞

。
器

}
蕊

叩

切
2

一
ぎ

℃
国
G◎
O
ご

↓
H
碧

鎖
昌

9

帥
o
巽
o
・
国
舞

革

国
◎q
鷺

・
(
露

ゆ
琵

札

曽
寓

Φ
鬼

自
o

鶏

傷
0
9
二
g

)

内

舞

g

ぼ

切
菖

岳

告
窪

唱
o
認
菖
ロ・
o
げ
o
昌

O
①
岸
o
コ
o
巳

8

.
園
o
口
炉

図
◎◎
O
Q
.

ピ
o
ゆ
碧

鐙

㈹
8

冨
目

窪

9

0
誓
o
冒

5

口
0
9

蜀
費

ン

'
2

9

ド
㊦

箕

凶琴

一℃
o
℃
8

0
℃
げ
署

一g

目
彗

一ρ
g

o
富

9
冒
巷

℃
ぽ

障

博8

蝉

ζ

虐

o
ゆ
凱
8

ψ
g

甦

o
・
憎
讐

ぎ

お

凶
ω
・

一
脚

 

入
類

砒
會

に
於
け

る
孚
闘
も
極
め
て

一
般
的
な
る
現
象

で
あ

つ
て
、
絶

え

す

學
者

の
、
特

に
哲
學
者

ら

の
注
意

を
ひ
き
來

つ

た
。
=
。
げ
げ
霧

の
言
葉

口
。
ヨ
。
げ
。
邑
昌
=
ξ
奉

は

一
般

に
認

め
ら
れ

て
ゐ
る
。
だ

が
十
九
世
紀

に
入
り

て
は
、
肚
會
的
孚
闘

の
問
題

ほ
肚
會
學
者

の
第

一
次
的
關

心
問
題

と
な

つ
て
來
た
。
此
事
實

の
主

た
る
理
由

は
、

一
方

に
於

て
は
、
生
物
學

の
進
歩
殊

に
ダ
ー

厚
生
純
濟
學
史
の

】
節

9
8

国
癖
。曇

と
祉
會
的
孚
圃

、

七



厚
生
純
濟
學
史
の

一
節

0
9
0
国
h瀞
算
N
と
祉
倉
的
學
圏

八

ウ
イ

ン
の
進

化
理
論

の
出

現
に
あ

る

の
で
あ
り
、
他
方
に
於
て
は
、
或
種

の
肚
會
的
孚
圖
が
著

し
く
尖
鋭
化

し
た
こ
と

玉
、
階
級

圖
孚

理
論

の
出

現
と
に
あ

る
の
で
あ
る
。

然

し
な
が
ら
、
階
級
圖
争

に
就

い
て

一
般

に
行
は
れ

て
ゐ
る
見
解

は
何
れ
も
、
箏

岡

の
概
念

を
充
分

に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
な

し
に
、
作

ら
れ
て
ゐ
る
。

マ
ル
キ

シ
ス
ト

の
階
級
争
岡
観

は
資

本
家

と
勢
働
者

と

の
間

の
争
闘
を
論
く

の
で
あ

る
が
、
彼
ら

の
論

明
だ
け
を

以

て
し
て
は
、
此
争
圃

の
性
質
が
少
し

も
明
ら
か
に
な

つ
て
ゐ
な

い
。
搾

取
す

る
資
本
家

と
、
此
搾
取

か
ら
逃
れ

ん
と

す
る
勢

働
者

の
孚
岡
と
云

つ
た

讐
け
で
は
、
此
璽
圖

の
性
質

が
明
ら

か
に
さ
れ
た

と
は
云
ひ
得
な

い
。
又
ブ

ル
ヂ

ヨ
ア
維
濟
學
者

は
資

本
家

と
勢
働
者
と

の
聞

の
箏

岡

の
事
實

を
否
定
す

る
が
、

こ
れ
は
孚
岡
者

の

一
方

が
他
方

を
滅
却

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
孚

圖

の
み

を

孚
圃

と
考

へ
て
ゐ
る
結

果

に
過
ぎ
な

い
。
国
津

簿
N
は
此
ら

の
概
念

の
混
同

や
そ
れ

か
ら
生
す

る
所

の
不
分
明
な

る
結
果

を
絶
た

う

と
す
る
。

此

目
的

の
た
め
に
は
、
孚
圖
を
本
質
的

に
異

る
二
種
類

に
匠
別
す

る
だ
け

で
充
分

で
あ
る

と

国
津

昌
凶
は
蓉

ふ
。
其

一
は
相
手

方

の
支
配
を
目
的
と
す
る
争
圖

い
毎

8
冨
霞

ド
畠
。
巳

§
ユ
。
昌
…
d
冥
自
毛
。臥
巷
鴨
出
a

頃
。ゲ
自
目8
ぼ
轟
ω謡
ヨ
冨

で
あ
り

、
他

の

一
は

相
手
方

の
破

壊
を
目
的

と
す

る
事
翻

ピ
耳
翁

言
葺

冨

山
窪

ヨ
9
一。
三

d
三
。巳
巳
集
毒
鴨
乙
a

<
。H三
。洋
§
碧
姦
ヨ
窯
①
で
あ
る
。
(註

一
)

一
般

に
或

個
人
が
他

の
個
人
と
争

圖
歌
態

に
あ
る
と
き
、
此
人
は
二

つ
の
異
れ

る
目
的

の
何

れ
か
を
追
求
し

て

ゐ

る

も

の
で
あ

る
。
即

ち
相
手
方
を
支
配

し
、
搾

取
し
、
從
馬
的
な
ら
し
む
る
か
、

一
言

に
云

へ
ば
相

手
方
を
降
服

せ
し
む

る

紹
蜜

器

6竃
賃

を

目
的

と
す
る

か
、
そ
れ

と
も
相
手
方
を
破
壊

し
、
滅
亡

せ
し
む
る
を

目
的
と
す

る
か

で
あ

る
。
此
ら

の
目
的

の
観
鮎
か
ら

国
津
旨



は

孚

圃

の
本

質

的

に
異

る

二
種
類

を
匠

別

し
た

の
で

あ

る
。
争

圖

は
普

通

に
抵

抗

を

生

ぜ

し

む

る
も

の
で
あ

る

が
、

此
抵

抗

を

な

す

者

も

ま

た
相

手

方

の
支
配

を

目
的

と
す

る

か
又

は

そ

の
破

壌

を

目

的

と
す

る

か

の

ほ

か

に
出

で
な

い
。

だ

か
ら

抵
抗

の
孚

圖

も

、
孚

岡

の
二
種

類

の
何

れ

か

一
に
島

す

る

に
過

ぎ

な

い
。
(
註
二
)

(
註

一
)

国
津
旨

噂
H
窪

碧
鼠
㈹
9
ジ
胃
oい
⑩8
ぎ
ヨ
β
β$
℃
や

ぶ
ご

〉
昌
o坤
g
昌
"
⇔ゴ
巳
⑦P
齢」
℃
℃
・
お
O
・

(
註
二
)

国
津
4
N堵
常

頓
彗
鼠
σq8
冨
言
¢ψ
伽8
ロoヨ
磨宅
$
℃
℃
・
い
いい
.

軍

純
な

る
孚

闘

で
あ

る

と
抵
抗

の
孚

翻

た

る

と
を

問

は
す

、
甥

立
す

る

二

人

の
争

闘
者

の
追

求

す

る

目
的

は

右

の
二

つ
を

出

で

な

い
の

で
あ
り

、

孚

圖

に
は
本

質

的

に

は
此

ら

の
二

種
類

し

か
あ

り

得

な

い
の

で
あ

る
け

れ

ど
も

、

一
つ
の
孚

圖

に
於
け

る

二
人

の
封

立
者

の
夫

々

の
目

的

を
結

合

す

れ

ば

、

孚

岡

に
三

つ

の
場

合

が

あ

り

得

る
。
。自
鴇
ヨ
げ
ご
8

0
8

2
吋器
9
P

勺
碧
鼠

駐
ヨ
。
が

こ
れ

で

あ

る
。

　
・

o。
鴇
ヨ
玄
。
器

切
く
。時
魯

屋
瓢

ヨ
"
冷。●

孚

岡
者

の
各

が
相

手

方

を

支

配

し

よ

う

と
す

る
場

合

』9
.

0
8

2
護
窪
8

憎
囚
8

6舞
器
昌
N
湿

ヨ
娼
壁

二

人

の
争

岡

者

の
各

が
相
手

方

を

破

壌

し

去

ら

う

と
す

る
場

合

◎。
・

℃
碧
鼠

静
§
6
嚇
℃
僧
§
り剛静
ヨ
舜

箏

闘
者

の

一
方

が
相

手

方

を

支
配

し

よ

う

と

し

、
此

相

手

方
た

る

者

が
他

方

を

支

配

し

よ

う

と
す

る
場

合

(
註
)

(
註
)

国
h密
詳
ぶ
H・o。・
9。艮
薦
9
♂
§
霧

伽8
昌
o巨
疑
宅
oφ噛
℃
.
戯
0

》
峠冨
ぽ
§
島
野

自
8
鳩
仲」
層
℃
℃
・
糞
い
!
舎

一
般

に

0
8
2
噌旨
§

は
極
め

て
似
通

つ
た
封
手

の
聞

に
存
在

し
、
℃
舞
鼠
鉱
弩

。
は
極
め
て
似
通
は
ざ
る
封

手

の
間

に
存
在

し
、

厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

O
簿
o
国
穿

欝

と
肚
曾
的
孚
圖

九



厚
生
輝
濟
學
史
の

一
節

O
齢8
国
h密
目欝
と
砒
倉
的
争
闘

一
〇

〇。
製
目
獣
霧
。
は
著
し
く
似
通

つ
て
も
ゐ
な

い
し
、
さ
れ
ば

と
て
著

し
く

似
通

つ
て
ゐ
な

い
者

で
も
な

い
封
手

の
聞

に
行

は
れ

る
。
(
註
)

(
註
)

国
窪
答
N弘
・窪
9。三
謎
〇
三
。・ヨ
。凱
伽8
岩
巨
宅̂
3

層
・
鱒い
9

支
配
争
闘

と
破
壌
孚
圖
、
。。鴇
ヨ
玄
o
ω8

と
一8
昌
2
旨
6
昌
8

と

冨
冨
。・三
ω臼
霧

と
は
、

ひ
と
り
人
類
肚
會

に
の
み
あ
る

の
で
は

な

い
。

そ
れ
ら

の
匠
別

は
ま
た
生
物
學

に
於

て
も
重
要
な

る
意
義
を

も

つ
。
此
匝
別

に
擦
り

て
、
私
共
は
、
生
物

の
各
種
屡

の
間

の
關
係

を
設
明
す

る

こ
と
も
出
來
れ

ば
、
ま
た
同

じ
種
類

に
屡
す

る
個
艦

の
間

の
關

係
を
読

明
す
る

こ
と
も
出
來

る
。
例

へ
ば
草

食
獣
は

植
物

の
パ
ラ
ジ
ツ
ト
で
あ

つ
て
、
植
物

は
草
食
獣

の
破
壌

を
欲
す

る
の
で
あ
り
、
從

つ
て
植
物

と
草
食
獣
と

の
孚
岡

は

窟
噌鉱
亭

。。ヨ
。
で
あ
る
。
ま
た
同

一
種
屡

に
属
す

る
個
饅
は
、
無

限
に
存
在

せ
ざ
る
食
物
を

互

に
争

ひ
獲
得
す

る
限
り

に
於

て
、
8
昌
2
『器
昌
8

を
な

し
て
ゐ
る
。
ま

た
此
匠
別
は
同
じ
生
物

の
細
胞
叉
は
器
官

の
間

の
關
係
を

も
設
明
す
る

こ
と
が
出
來

る
。
例

へ
ば
生
理
的
器

官

の
細

胞

の
間

の
孚
圖

は

聲
8
玄
。
。。。
で
あ
り
、
雌
雄
を
決
定
す

べ
く
胚

に
於

て
行

は

る

、
細
胞
間

の
孚
圖
は

8
昌
。霞
旨
昌
8

で
あ

り
、
病
的

腫
物
と
生
理
的
器
官

と

の
間

の
孚
岡
は

冨
H鼠
駐
§
。
で
あ
る
。

人
と
自

然
力
叉
は
他

の
生
物

と
の
關
係
を
考

ふ
る
も
ま

た
、
同

一
の
設

明
を
下
す

こ
と

が
出
來

る
。

人
が
電
氣
機
械

を
建
設
す

る
場
合

に
は
、
電
力

を
人

が
支
配
し

て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
避
雷
針
を
建

設
す

る
場
合

に
は
、
電
力
を
破
壌

し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

叉

我

々
は
米

や
小
萎

を
支
配

し

て

ゐ

る

の

で
あ
り
、
我

々
が
耕
作
栽
培
す

る
有

用
な
る
総

て
の
植

物
を
支
配
し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
之

に
反
し
、
我

々
は
雑

草

の
如
き
を
破
壊

し

て
ゐ
る
。
ま
た
我

々
は
家

畜
を
支
配
し

て
ゐ
る

の
で
あ
り
、
害
量

や
猛
獣

の
類

を
破
壌

し

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。



人

と
人

と
の
孚
岡

に
於

て
も
、
国
穿
旨
N
の
説
明
は
よ
く
妥
當
す

る
。
漱
洲
人

が
北
部

ア

メ
リ
カ
に
於

て
ア

メ
リ
カ
土
人
を
騙
逐

し
た
孚
圖
は

8
ロ
2
護
窪
8

で
あ

る
。
此
破
壌
孚
岡

に
於

て
は
、

ア

メ
リ

カ
土
人
は
微

力

に
し
て
亡

さ
れ

た
の
で
あ
る
。
欧
洲

人

と
熱

幣
地
方

の
土
人
叉
は

ア

フ
リ

カ
土
人

と

の
争
岡
は

B
罠
ω剛二
。・B
。
で
あ
る
。
此
争

圃

に
於

て
も
、
土
人
は
微
力

で
あ

つ
た
。
此

故

に
彼
ら
は
滅

亡

は
し
な
か

つ
た
が
、
搾
取

せ
ら

る

」
人

々
と
な
り

、
事
實
上
奴
蘇

と
な

つ
た
。
欧
洲

人
と
支
那
人

と
の
孚
翻

は

超
ヨ
甑
o器

で
あ

る
o

頃

津
昌
賊
は
か

玉
る
争
圖

の
匠
別
を
な
す

こ
と
に
よ

つ
て
の
み
、
各

人
種

が
経
験

し
た
奇
異
な
る
運
命

を
読
明
す
る

こ
と
が
出
來

る
と
考

へ
る
。
北
米

に
於

て
黒
人
は
、
氣
候

の
不
適
當

で
あ
る
に
拘

ら
す

、
増
加

し
た

が
、
ア

メ
リ
カ

・
イ

ン
ヂ
ア

ン
は
其
郷
土

に
於

て
亡

び
て
ゐ
る
。
生
理
的
事
實

か
ら
此
事
實

を
設

明
す

る
こ
と
は
出
來
な

い
。

土
人
が
黒
人

に
比
較
し
髄
力

に
於

て
劣

つ
て

ゐ
な

い
の
は
勿
論
、
黒
人

こ
そ
不

馴
れ

な
氣
候

の
た
め

に
劣

つ
て
ゐ
た
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

に
も
拘

ら
す

、
黒

人

・は
欧
洲
人

に
よ

つ
て
亡

さ
れ
な

い
の
み

で
な
く
、
却

つ
て
増

加
し
て
ゐ
る
。
反
封

に
土
人
は
全
く

亡
び
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
、
欧
洲

人

と
土
人

と
の
聞

の
孚

圖
が

8
口
2
匿
魯
8

で
あ
り
、
激

洲
人
と
黒
人
と

の
間

の
箏
圖

が

"
碧
器
試
。目
。
で
あ

る
と
云

ふ
こ
と
に
よ

つ
て
し
か
、
読

明

し
得
ら
れ
な

い
。
(
駐
)

(
註
)

国
穿
詳
N㍉
謝

碧
臼
7qo
ロ
一。。影
o
¢
伽
8
琴
皇
虐
3

℃
b
いO
●

塁

葺
8
は
此
民
族
的
叉
は
人
類
學
的
箏
岡
の
論
明
か
ら
肚
會
的
孚
圃
の
読
明
に
移
る
に
先
立
つ
て
、
自
ら
な
し
た
争
圖
の
分
類

の

凋
創
性
を
誇

つ
て
ゐ
る
。
国
津
詳
N
に
よ
れ
ば
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
は
支
配
争
圖

と
破
壌
争

圃
と
を
混
同
し

て
ゐ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ

ン
は

厚
生
経
潴
學
史
の

一
節

9
8
国
爲
。曇

と
祉
會
的
争
圏

=



、

厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

9
8
眼
密
「窟
と
鮭
倉
的
孚
圖

一
二

眞

の
生
存

競
宰

と

ヨ
窪
巷
ぎ
「凶ρ
器

な
生
存
競
孚

と
を
匠

別
し

て
ゐ
る
が
、
此
匠
別
は
破
壊
争
圃

と
支
配
争
岡

と
の
匿
別

に

一
致
し

な

い
。
ダ
ー
ウ

ィ

ン
の
匠
別

は
封
手

が
死
滅
す
る
か
否
か

の
事
實

の
み
を
基
礎

と
し

て
ゐ
る
。

ラ
イ
オ

ン
と

彗
陸
。
冨

(
鈴
羊
)
と

の
孚
圖
は
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
に
よ
れ

ば
、
眞

の
生
存
競
争

で
あ
る
け
れ

ど
も
、
然

し
實
は

唱
母
鼠
静
日
。
に
過
ぎ
な

い
。
(
註

一
)

ラ
イ

オ

ン
は
鉛
羊

の
血
を
吸

へ
ば
足
る

の
で
あ
の
、
鉛
羊

の
滅
亡
は
自

己

の
滅
亡
を
意
味
す

る
。

ラ
イ
オ

ン
は

一
々
の
玲
羊
を

死
ぜ
し

む
る

こ
と
が
あ

つ
て
も
、

玲
羊

を
支
配

し
よ
う
と
し

て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
。
(註
二
)
ま
た
昆
錨
を
花

に
引

き
寄

せ
よ
う
と
す
る
植

物
間

の
孚
圖

は
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
に
よ
れ
ば

馨

再巷
ぎ
言

琴

の
生
存
競

争

で
あ
る
が
、
實

は
破
壊
争
闘

で
あ

る
。
望

⑦機富

は

云
つ
て

ゐ
る
。
「
ダ

ー

ウ

イ

昌
ズ

ム

の
彪

大

な

る
文

献

申

に
於

て
、
我

々

の
匠

別

を

ほ

の
め

か
し

て
あ

る

一
句

し

か
見

出

す

こ

と
が

出
來

な

い
。
此

一
句

は

国
餌降
匙

の
う

ち

に
あ

る
。
此

句

の
・甲
で

、
口
餌
降
巴
は

O
Q
ヨ
幕
捧
ご
昌
(冨

一傍げ
O≦
O内げ
)
と

U
9
。巳
彗
8

(》
ぴ
観
昌
職
讐
。幽C

と
を

匝
別

し

て
ゐ

る
。
だ

が
此

句

は

。自
巴
6ω
日
9
樽鼠

器

で
は

な
く

、
極

め

て
短

く

、
其
書

物

の
他

の
部

分

で

は
此
匠

別

は
現

は

れ

て

ゐ

な

い
。

歪

。・巴
・
ヨ
緯
鼠

器

で

は
、

著

者

は

此

匠

別

を
認

め
な

い
。

閏
算

匹

の
學

読

の
他

の

一
切

は

此

匠

別

や

ダ
ー

ウ

イ

昌
ズ

ム

と
相
容
れ
な

い
。
其
誰
擦

を
得

ん
が
た

め

に
は
、
国
餌
痔
匹

が
民
族

の
蓮
命

に
就

い
て
書

い
た
も

の
を
讃
む

に
如
く

は
な

い
。
彼

の

詮

明

に
よ
れ
ば
、
滅

び
行

く
民
族
は
、
比
較
的

に
弱

い
民
族

で
あ
ウ

、
欧
羅
巴
人

に
封
抗

し
て
淺

つ
て
ゐ
る

の
は
最
も
彊

い
民
族

で
あ
る
。
北

ア
メ
リ
カ
の
土
人
が
亡
び
た

の
は
、
彼

ら
が
弱
か

つ
た

か
ら
で
あ
り
、
ア

フ
リ
カ
に
於

て
黒
人
が
亡

び
な

い
の
は
、

彼

ら
が
氣
候

に
よ
り
て
保
護

せ
ら
れ

て
ゐ

て
最

も
強

い
か
ら
で
あ
る
。
」
(註
三
)

(
註

一
)

国
き
量

H塁

舞

茜
。巳
q・暮

乙
8
ぎ
ヨ
蒼
β

唱
b
8
聰



(
註

二

)

目
げ
峯

℃
℃
・
い
讐

●

(
註

三

)

H
げ
乙

●輸
℃
』

9

曝

国
穿
醤

は

か
や
う

に
自

ら

の
争
岡
観

の
猫
創
性
を
誇

つ
た
後

、
肚
會
的
争
闘
を
問
題

と
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
同

一
の

肚
會

に
屡
す

る
個
人

が
、
肚
會
的
階
級

に
屡
す

る
限
り

に
於

て
、
又
は

一
定

の
経
濟
的
行
爲
を

な
し
、

一
定

の
職
能
を

果
す
限

り

に
於

て
、
此
ら
個
人

の
間

に
行
は
る

、
争

圃

で
あ
る
。
国
津
醤

は

こ

玉
で
も
ま
た
彼

の
争
翻
観

が
姿
當
す

る
と
主
張
す

る

の
で
あ

る
が
、
其

研
究

を
経
濟
生
活

に
關
す
る
枇
會

的
争
圖

に
限

つ
て
ゐ
る
。

輕
濟
生
活
に
於

け
る
孚
闘

は
云
ふ
ま

で
も
な
く
富

の
獲
得
を
目
的
と
す

る
争

圖
で
あ
ら
う
が
、
富

の
獲
得

は
概

し
て
封
手

の
貧

乏

や
死
滅

を
條

件
と
し

て
行

は
れ

る
も

の
で
あ
る
。
而

し

て
封
手

の
貧

乏
を
條
件

と
す

る
富

の
獲

得
と
死
滅

を
條
件

と
す

る
そ
れ

と
は
、
異

れ
る
二

つ
の
場
合

で
あ

つ
て
、
混
同
す

べ
き

で
は
な

い
。
前

の
場
合

に
は
、

一
方

の
貧

乏
が
他

方

の
繁
榮
を
生

ぜ
し

め

て
ゐ
る

の
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
其

一
方

の
死
滅
は
他
方

の
死
滅

と
な

ら
ざ
る
を
得
な

い
。
之

に
反
し
後

の
場
合

に
は
、

一
方

の
死

滅

に
よ
り

て
の
み
、
他
方
は
繁
榮
を
見
る

こ
と
が
出
來

る
。
畢

博
凶
は
此
匠
別
を
多
敬

の
例
を
以

て
示
し

て
ゐ
る
。
大
小

工
業

又

は
大
小
商
業

が
互

に
競
争

を
な

し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
互

に
封
手
を
滅

ぼ
さ
う
と
す

る

68
8
賃
窪
8

を
し

て
ゐ

る
の
で
あ

る
。
小

商

工
業
者

が
大
商

工
業

に
封

す
る
課
税

を
要
求
し
、
幾

多

の
制
限
を
要
求
し

て
ゐ
る
場
合

に
、
此
ら
小
商

工
業
者

が
追
求
し

て
ゐ

る
目
的
は
、
大
商

工
業
者

の
破
壌

で
あ
り
、
漕
滅

で
あ
る
。

こ
れ
と
は
異
り
、
資
本
家

と
企
業

と

の
孚
圃

は

8
昌
2
R
器
昌
8

で
は

な

く
し

て
、
冨
§
鑑
昏
巳
。
で
あ

る
。

帥労
働
者

は
資
本
家

の
滅
亡
を
欲
し
、
生
産
機
關

の
所
有
者

た
ら
ん

こ
と
を
欲
す

る
。
然

る
に
資

厚
生
縄
濟
撃
史
の

一
節

9
ε
国
欝

欝

と
融
倉
的
争
闘

一
三

ゆ



厚
生
縄
濟
學
史
の

一
節

9
8
国
津
言

と
証
會
的
孚
圃

一
四

本
家

は
勢
働
者

の
滅
亡
を

欲
す

る

の
で
は
な
く
、
却

つ
て
此
ら

の
人

々
を
必
要

と
す

る
。
勢
働
者
は
其
存
在
を
脅

さ
れ

て
、
資
本

家

と
孚

つ
て
ゐ
る
の
で
は
な

い
。
解

放
を
目
的
と
し

て
孚

つ
て
ゐ

る

の
で
あ

る
。
或

人
が
云

ふ
が
如
く
、
資

本
家

と
勢
働
者

と

の

間

に
利

釜

の
調

和
は
あ
り
得
な

い
。
そ
れ

が
あ

つ
た
と
し

て
も
、勢

働
者

の
窮
乏
歌
態

と
死
滅

の
間

に
於

て
の
み
で
あ
る
。

.、U
。
ド

目
羅
H。
甘
ε
帽
.
9.
ド
目
o
昌

"
霧

。
×
筥
o
蕉
ω
自
団
9
冨
Nヨ
o
艮
。
窪
胃
巴
.
突
覧
o
冨
脅

9
一.
。×
覧
o
凶幕

一
彗
静

牙

ド

ヨ
臨
誘

"窪
超
帽
.蟄
.ε
巳
8
8

罐
鴇
9
畠
酵

碧
日
。
幕

・".(
註

一
)
高
利
貸

と
借
手

と
の
關
係

も

眉碧
鼠
臥
ωB
。
で
あ
る
。
貸
手

は
借

手
を
支
配
し
よ
う
と
す

る
が
、
死
滅

せ

し
め
よ
う
と
は
し
な

い
。
借
手
は
貸
手

の
滅
亡
を
欲

し

て
ゐ
る
。
(
註
二
)
私
は

国
津
冒

が
學
げ
た
多
激

の
例

の

こ
れ

以
上

の
例

を

引
用
す
る
必
要
は
な

い
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。

た

讐

国
津
欝

が
な
し
た
争

圖

の
匿
別
を
明
瞭
な
ら
し

む
る
た
め

に
附

言
し

て
置

き
た

い
の
は
、
此
属
別

と
、
孚
圖

の
結
果

が
血
醒

き
も

の
と
な
る
か
否
か
と
は
全
然
無
關
係

で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
先

に
も
引
用

し

て
置

い
た

や
う
に
、
生
物

の
孚
闘

に
於
て

ラ
イ
オ

ン
は
玲
羊

の
血

を
吸

ふ
て
之
を

死
に
至
ら
し
む
る

の
で
あ

る
が
、
鉛
羊

な
く

し

て
は

ラ
イ
オ

ン
は
生
く

る
こ
と
が
出
來
な

い
。
故

に
両
者

の
孚
圏
は
血
醒
き
も

の
で
は
あ
る
が
、
支
配

宰
圖

で
あ
り

超
目
甑
8
・

で
あ

つ
て
、
破
壌
争
圖
又
は

8
昌
2
旨
睾
8

で
は
な

い
の
で
あ
る
。
人
間
肚
會

に
あ
り

て
、
食
人

は
封
手

の
死
を
生
ぜ
し
む
る
け

れ
ど
も
、
其

争
圖
は
支
配
争
岡

に
過

ぎ
ぬ
し
、
商

人
間

の
競
争
は
流

血
を
見

る

こ
と
な

し
と
難
、
破
壊
孚
圃

で
あ
る
。

(
註

一
、
二
)

国
留
量

冒
。m
磐
置

§
討
暮

ψ
①
8
ロ
§

喜

3

℃
』
曾

一一

 

肚
會

的
孚
圖

に
就

い
て
の

国
津

昔

の
所
論

の
原

理
は

こ
れ
だ
け
に
書

き
る
。
進
ん

で
私
は
、
此
原
理

の

8
ヨ
葛
8
臥
8

を
述

べ



な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
此

8
§
良
B
けご
昌
は
争
圖

の
結
果
を
韓

化
す

る
こ
と
が
あ

る
事
實

に
よ
つ
て
生
す

る
。
此
韓
嫁

の
現
象

は
今

ま

で

の
多
く

の
肚
倉
學
者

に
よ

つ
て
取
扱

は
れ
な

か

つ
た
。
從

つ
て
此
瓢

に
關
す

る

国
簿

暴

の
理
論

は
全
く
斬
薪

で
あ
る
。
(註

一
)

肚
會
的
孚
圖

に
關

し

て

一
般
に
論

ぜ
ら
れ

た
も

の
は
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
生
存
競
孚
論
を
移
入

し
た
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
り
、
争

闘

の
韓
嫁

の
如
き
は
考

へ
ら
れ
な
か

つ
た
。
生
物
界

に
は
直
接
的
箏
岡
し
か
な

い
。
卜
葺

8

ぎ
置
匹
8

は
同
時

に

ピ
昌

$

鼻

a

窃

で
あ
る
。
肚
會

に
て
は
、
少
く

と
も
経
濟

上
に
於
て
は
、
異

る
。
或
経
濟
的
利
釜
を
得
た
者

が
其
利
釜
を
他

の
者

に
護
渡

せ
ね
ば

な
ら
ぬ
場
合
が
あ
り
、
又
或
損
失

を
受

け

た
者

が
他

の
者

に
之

を
韓

嫁

す

る

場
合

が
あ
る
。
故

に
間
接
的
な

る
維
濟
争
闘
が
あ

る
。
而

し
て
そ
れ

ら
は
種

々
な
る
程
度

に
於

て
聞
接

で
あ
り
得

る
。
何

と
な
れ
ば
此
韓
嫁
は
幾
回
も
行
は
れ
得

る
か
ら

で
あ
る
。

例

へ
ば
或
人

が
其
競
争
者
を

排
除
し
、
排
除

せ
ら
れ
た
る
者

が
叉
他

の
者

の
地
位

を
奪

つ
た
と
し
た
ら
、
第

一
の
人
と
第

二

の
人

＼

と

の
間

に
は
、
直
接
的

ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム
が
あ

り
、
第

二

の
人
と
第

三

の
入

と
の
闇

に
は
、
聞
接
的
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
が
あ
る
。

工
場
主
は
銀
行
家

に
よ
り

て
搾
取

せ
ら
る

と
せ
ば
、
勢
働
者

は
聞
接

に
銀
行
家

に
よ

つ
て
搾
取

さ
れ

て
ゐ
る
。
(
註
二
)
此
現
象

は

右

に
云

つ
た
や
う

に
枇
會
墨
者

に
よ
り

て
知
ら
れ
ざ
り
し
は
勿
論
、
争
闘

の
當
事
者

に
よ
り

て
も
知

ら
る

玉
こ
と

が
少

い
。
人

は

孚

岡

の
封
手

し
か
知
ら
な

い
も

の
で
あ
る
。
螢
働
者
は
、
企
業
者

や
雇
主
等
自

ら
直
接

に
封
立
す

る
人
、
賃
銀

の
條

件
や
勢
働

の

條

件

を
決

定
す

る
人
と
争

ふ
。
そ
し
て
企
業
者

の
背
後

に
あ

つ
て
利
釜
を
得

て
ゐ
る
資
本
家
を
見
逃
し

て
ゐ
る
場
合

が
多

い
。
然

し
乍
ら
、
人

の
感
情

や
行

動
を
理
解
す

る

の
で
は
な
く
、
彼

ら
の
利
釜

を
理
解
し

よ
う
と
せ
ぱ
、
直
接
的

ア

ン
タ
ゴ

昌
ズ

ム
の
み

な
ら
す

、
利
釜

の
韓
嫁
を
考

へ
、
此
ら
孚
岡

の
行
は
る

玉
最
後

の
結
果

を
決
定

せ
ね
ば
な

ら
な

い
。
(
註
三
)

厚
生
経
濟
學
吏
の

】
節

9
8
国
象
窪
N
と
壮
曾
的
孚
團

一
五



(
註

一
)

(
註

二
)

(
註
三

)

経
濟

に
於
け

る
争
圖

の
最
後

の
結

果
は
、

さ
れ
る
。
国
{津
旨

に
よ
れ
ば
、
経

濟
生
活

の
目
的
は
財

の
消
費

に
よ

つ
て
欲
望

を
満

足
す

る
こ
と
に
あ
る

の
で
あ
り
、
財

の
獲
得

は
勢
働
を
費
す

こ
と
に
よ

つ
て
可
能

で
あ
る
。
(註

一
)
從

つ
て
財

と
勢

働

と
は
経

濟
生
活

の
最
後

の
要
素

で
あ
り
、
経

濟

に
於
け

る
肚
會
的
争
闘
は
財
と
艸労
働

の
分
配

に
關
し

て
行

は
れ
る
。
だ

か
ら
此
孚
圃

に
於

て
封

立
す

る
人
は

一
方

に
消
費
者

叉
は
生
産
者

で
あ

つ
て
同
時

に
消
費
者

た
る
者

で
あ
り
、
他

方

に
溝
費
者

叉
は
生
産
者

で
あ

つ
て
同
時

に
消
費
者

た
る
者

で
あ
る
。
而

し

て
総

て
の
人
は
此
ら

の
何
れ

か
に
屡

せ
ざ
る
者
は
な

い
。
故

に
人

々
は
自

己

の
生
産
物
を
消
費

す
る
人
叉
は
自

己
が
漕
費
す

る
財
を
生

産
す
る
人
と
争
圖
を
績
け

て
ゐ
る
。
前
者

に
封

し
て
は
成
る

べ
く
少
額
を
與

へ
よ
う
と
し
、
封
手

た
る
消
費
者

は
な
る

べ
く
多

く

を
得
よ
う
と
す

る
。
後
者

に
封

し

て
は
反
封

の
こ
と
が
行

は
れ

る
。
勢
働

に
よ

つ
て
作

ら
れ
す

し

て
自
然

の
産
物
た
る
少
数

の
財

に
關

し
て
は
、

人

々
は
之
を
浩
費

し
よ
う
と
し

て
争
圃
す

る
。
だ

か
ら
経
濟
的
争
圖

は
、
結
局

に
於

て
、
消
費
財
を
獲
得

せ
ん
と

す

る
孚
圖

で
あ

る
。
概
括
論
を
な
す
場

合

に
は
、
勢
働

の
分
配

に
關
す

る
争
圖
を
看
過
す
る

こ
と
が
出
來

る
。
人

々
の
想

像

に
反

し

て
勢
働

の
分
配
は
比
較

的

に
差
異

の
少

い
も

の
で
あ

る
。
(
註
二
)

(
駐

一
)

国
欝

ド

常

m
諺
醤

三
ψ
臼
。
m
曾
8
。
三

虐
8

℃
●
3

厚

生
脛
濟

學
史

の

一
触即
O
舞
o
国
憂

繭
と
肚

會
的

出甲
闘
岡

一
山ハ

〉
幽
●
ピ
彗

自
q

讐
ぽ

。・
罫
穽
o
㎝
頓
8

芭

o
い
臣
讐
碧

【辞

9

8

国
穿

訴
凶
b

碧

巴

o
い
〉

§

巴

窃

幽
巴

.
一
房

葺

暮

ぎ

8
噌
冨

二
〇
露

一
臼

o・
8

ご
♂

職

o
℃
爵
・
×

回
モ

・

い
8

・

畢

誉

℃
ぽ

険
呂

陣お

8

齢
ヨ
窪

曾
8

0
彗
一ρ
器

即

℃
.
鱒
興

H
寓

伽
・℃
唱
●
鱒
q
い
・

枇
會
的
階
級
又
は
個
人
の
間
に
、
勢
働
と
消
費
財
と
が
分
た
る
玉
歌
態
に
よ
つ
て
示



(
註

二

)

ピ
碧

島

¥

ピ
o
.・
一
暮
仲
舘

8

9
巴
霧

山
.
覇ひ
凛

辞

9

δ

国
幣

隣
N
℃
α
彗

巴

o
。・

諺

冨

巴

窪

山
巴

、
H
蕊

窪

9

即
艮

巽

葛

二
8

』

畠
0
8

9
9
0
σq
剛o
噂
叶
.
屠

【
噂

勺
・

い
お

.

経
濟
的
争
圖

の
最
後

の
結
果

は
消
費

財

の
獲
得

に
現

は
れ
る
と
云

ふ
場
合

に
、
各
個
人

が
他

の
人

か
ら
自
ら
滑
費
す

る
と
同
じ

財
を
奪

ふ
と
云

ふ
意
味

で
は
な

い
。
其
財

の
代
り

に
生
産

せ
ら
れ
得

べ
き
財

を
奪

ふ
こ
と

に
も
な
り
得

る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

も
し
総

て
の
生
産
が
互

に
韓

換

博§
霧
h巽
巽

出
來

る
も

の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
即

ち
生
産
財
を
如
何
な
る
種
類

の
財

の
生
産

に
も

韓
向
出
來

る

と
し
た
ら
、
消
費
財

の
奪

ひ
合

ひ
は
、
消
費
財

の
量

だ
け

の
問
題
と
な
ら
う
。

一
般

に
生
産

の
種
類

の
韓
向

は
何
ら

の
障
碍
を
受
け

て
ゐ
な

い
や
う

に
信

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
け
れ

ど
も
、
事
實

に
於

て
、
生
産
は

自
由

に
韓

向
し
得

ら
れ

る
も

の
で
は
な

い
◎

我

々
が
有
す
る
生
産
手
段

は
あ

ら
ゆ

る
財

を
生
産

し
得
る
も

の
で
は
な

い
。
国
津
昌
N

は
生
産

の
二
大
要
素

と
し

て
土
地
と
勢
働

と
を
匝

別
す

る
こ
と
に
よ
り

て
、
先

づ
此
生
産

の
種
類

の
韓
向

が
無
條

件
に
自
由

で
あ

り
得
な

い
の
を
設
明
す

る
。
国
津
昌
N
に
擦
れ
ば
、
大
多
激

の
財
は
艸労
働

と
共

に
土
地
を
必
要

と
す

る
。
け
れ
ど
も
或
財
は
多
大

の

勢
働
を
要
し
、
僅

小

の
土
地
し

か
必
要
と
し
な

い
。
反
封
に
或
財
は
多
く

の
土
地
と
僅

小
の
勢
働

を
必
要
と
す

る
。

だ
か
ら
或
財

の
代
り

に
、
他

の
財
を
生
産

し
得

る
に
は
、
此
ら

の
財

に
於

て
、
勢
働

と
土
地
と
が
含

ま

る

曳
割
合

が
、
相

等
し
く

な
け
れ
ば
な

ら

ぬ
。
簡

明

を
期
す
る
た
め
、
国
穿
旨
凶
は
、
総

て
の
財

を
、
比
較

的

に
多

く

の
勢
働
を

必
要
と
す

る
財

と
、
比
較
的

に
多
く

の
土

地
を
要
す

る
財

と
に
分
類
す

る
。
而

し

て
此
ら

の
各
種
類

の
財

の
う
ち

で
は
、
財

の
種
類

が
自
由

に
韓

換

せ
ら
れ
得

る
と
假
定
し

て
ゐ
る
。
(
註

一
)
比
較
的

に
多

く
弊
働

を
要
す
る
財

は
奢
修
品

で
あ
り
、
美
的

叉
は
智

的
欲
望
を
充

足
す

べ
き
財
で
あ

る
。

之

に

厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

9
8
国
§
旨

と
社
會
的
争
囲

一
七



厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

O
窪
o
塁

o誉

と
杜
倉
的
争
圃

】
八

反
し

主

と
し

て
土
地

を

必

要

と

す

る

財

は
食

物

の
如

く
、
我

々
の
生

活
を

支

持

す

る

に
必

要

訣

く

べ

か

ら

ざ

る

財

で
あ

る
。

国
津

詳
N
の
用

語

を
用

ふ
れ

ば

、
第

一
類

の
財

は

げ
ぎ

⑰
牙

6鼻

霞
2

9

ぎ

目ヨ
洋
9

に
相

慮
す

る
財

で
あ

り
、
第

二
類

の
財

は

げ
冷
諺

脅

き
旨
Hぎ

器

…
累
9芹
ロ
轟

目
一け巳

に
相

慮

す

る
財

で

あ

る
。
(
註
二
)

(註

】
)

国
頃
。誉
"
ピ
。い
勢巨
謎
8
『
目
o
。・
①8
き
巳
虐
o
ωも

℃
●
◎◎♪
◎o
や

(
註

二
)

一げ
一2

や

$

脚
》
昌
6
揮
琶
島
浮

餌
oP
℃
.
2
.

此
分
類

か
ら

国
津
巨
N

は
簡

軍

に
結

論
を
導
く

。
我

々
が
第

一
類

の
財

を
消
費
す
る
場

合
に
は
、
我

々
は
他
人

の
便
利
品
を
奪

ひ
、
智
的
完
成
を
妨
害
す

る
こ
と

」
な
ら
う
。
第

二
類

の
財
を
消
費
す
れ
ば
、
我

々
は
他
人

の
食
物
を
奪

ふ
こ
と

玉
な
る

の
で
あ

る
。
例

へ
ば
多
く

の
勢
働

を
要

し
た
る
高
債
な

る
寳
石

や
美
術
品
装
飾
品
を
着
飾

る
貴

婦
人
は
、
他
人

か
ら
、
同
量

の
勢
働

に
よ

り

て
作

り
得
る
文
化
財
を
奪

ふ
も

の
で
あ
る
。
之

と
異
り
、
狩
猟

地
を
構

へ
、
庭

園
を
造

る
者

は
、
人

の
存
在
を
犠

牲
に
す

る
も

の
で
あ

る
。

な
ぜ
な
ら

か
く
な
す

こ
と

に
よ
り

て
、
食
物
を
生
産

し
得

べ
き
土
地
を
利
用
す

る
こ
と

玉
な
る
か
ら
で
あ
る
。
小

犬

が

一
人

の
小
見
分
の
食
物
を
食
し
、

一
頭

の
馬

が
三
人
分

の
食

物
を
食

ふ

こ
と
が
事
實

と
す

れ
ば
、

犬

の
病
院

を
建

つ
る

く
搾
臼
$

魯
ヨ
窃

は
天
使

の
食

は
せ
者

で
あ

ら
う
し
、
厩
舎
を
も

つ
者

は
殺
人
者

で
あ

ら
う
。
(註

一
)
こ
玉
で
私

は
再
び

国
鍬
ω昌
N
に
於
け
る

破
壊
孚

闘
と
支
配
争
岡

と

の
匝
別

に
蹄
る
。
此
匠
別

は
経
濟
的
直
接
的

ア

ン
ク
ゴ

昌
ズ

ム
に
止
ま
ら
な

い
。

ア

ン
ク
ゴ

ニ
ズ

ム
の

韓
嫁

の
後

に
残
る
最
後

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
で
あ

る
消
費
財

を
め
ぐ

つ
て
の
争
圖

の
う
ち

に
も
、
同

じ
匝
別
が
認
め
ら
れ

る
。
主

と
し

て
勢
働

を
必
要

と
し
た
財
を
消
費
す

る
場
合

に
は
、
人
は
他
人
を
支
配
す

る
と
云
は
れ

ね
ば
な
ら

孤
し
、
土
地
を
多
く
含
む



財

を

消

費

す

る

場

合

に

は

、

人

は

他

人

を

破

壊

す

る

と

云

は

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。
(
註

二
)

(
註

一
)

固
欝

洋
N℃
ピ
o
切
p⊃
馨
品
o
巳
ψヨ
o
。・
伽
8
巳
巳

ρ
ロ
3

℃
・
悼
Q。
9

(
註

二
)

H
玄
自
.℃
℃
●
い
寄
●

個

々
人

の
利
釜

の
ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム
に
就

い
て
の

国
穿
H旨

の
所
.読
は
、
其
叙
述

が
可
成
り
錯
雑

し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
を

シ
エ
ー

マ
化
し

て
見

る
と
、
右

の
解

読

に
鑑

く
る
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。

国
津
昌
凶
は
此
原
理
を
或

ひ
は
貿
易
政
策

に
、
(註

一
)

或

ひ
は
肚
會
的
争
闘

の
封
策

に
懸
用
し

て
、
興
味
あ

る
結
果

を
出
し

て
ゐ
る
。

一
例

を
暴
げ
よ
う
。
国
津
H
富

に
よ
る
と
、
勢
働

を

多
く
含

む
所

の
生
産
物

の
消
費

は
階
級

に
よ
り
頗

る
差
異

の
あ
る
も

の
で
あ
る
が
、
土
地
を
多
く
含

む
生
産
物

の
消
費

に
は
著

し

い
差
異

の
な

い
も

の
で
あ

る
。
(註
二
)
「
富

め
る
者

は
、
貧
乏
人

に
比
し
、
恐
ら
く
よ
り
多

く

の

勢
働

と
土
地
と
を
消
費
す

る
で

あ
ら

う
。
然

し
消
費

さ
る

玉
勢
働

が
貧
乏
と
共

に
減
少
す

る
法
則
は
、
消
費

さ
る

」
土
地
が
貧

乏
と
共

に
減
少
す

る
法
則

と
同

一

で
は
な

い
。
土
地

の
消
費

の
分
配

の
法
則

は
勢
働

の
消
費

の
分
配

の
法
則
と

は
全
く
異
る
。
消
費
財

の
分
配
が
只

一
つ
の
法
則

に

よ

つ
て
支
配
さ
れ

て
ゐ
る
と
信

じ
た

の
は
、
分
配
論
者

の
大
誤
謬

で
あ
る
。

…
…
…
牧
入
が
減
す

る
と
、
資

本
家

は
食

物

の
消
費

を
減
じ
始
め
る
が
、
文

化
財

、
奢
修
品

の
消
費

を
攣
化
し
よ
う
と
し
な

い
。
食
物

か
ら
成

る
消
費

部
分

が
或

一
定

の
小
額
ま

で
減

じ
た
場
合

に
、
初

め

て
、
丈

化
財
奢
修
財

の
消
費
を
減
じ
よ
う
と
決
心
す

る
。
ま
た
牧
入
が
増
加
す
る
と
、
資
本
家

は
先

づ
其
贅

澤
を
増
加
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
り
、
食
物

の
増
加
は
其
後

に
し
か
考

へ
ら
れ
な

い
。
…
…
…
資

本
家

の
浩
費

豫
算

の
原

理
は

ぬ

へ

ぼ

亀
ゆ9
§
房
ヨ
・
で
な

け

れ

ば

、
昌
冨
簿
貯
日
。
で
も

な

い
。

そ
れ

は
虚

榮

心

で

あ
り

、
他

人

よ
り

よ

り

貧

乏

な

り

と

見

ら

る

玉
こ

と

厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

9
8
国
罫

H欝
と
鮭
會
的
畢
闘

一
九



厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

○
ぎ

国
津

旨

と
壮
會
的
孚
圖

二
〇

に
封
す

る
恐
怖

で
あ
り
、
ブ
ウ

ル
ヂ

ヨ
ア
杜
會

に
於
け
る
其

地
位

と
尊
嚴
を
維
持

せ
ん
と
す

る
熱
望

で
あ
る
。
…
:
…
此
熱
望

を

實

現
す
る
た
め
に
な
さ
る

L
犠
牲
は
、
消
費

が
家
庭

の
内
部

に
於

て
行
は
る

」
財

に
向

け
ら
れ

る
。
奢
修
は
最
後

に
し

か
犠
牲

に

せ
ら
れ

な

い
。
…
…
…
勢
働
者

の
心
理
は
資
本
家

の
そ
れ

と
正
反
封

で
あ
る
。
帥労
働
者

の
牧
入
が
減
す

る
と
、
丈
化
財

か
ら
成
る

浩
費
部
分
を
減

じ
始
め
、
食

物

の
浩
費

に
攣
化
な

か
ら
し
め
よ
う
と
す

る
。
勢
働
者

の
牧
入

が
増
加
す
る
と
、
最

初

に
起

る
考
は

よ
り
よ

い
物
を
食

ふ
こ
と
で
あ
り
、
小
な
る
奢
修

の
増
加
は
其
後

に

し

か

考

へ
ら
れ
な

い
。
」
(註
三
)
ま
た
資
本
家

が
庭
園
を
造

り
、
狩
猫

を
な
す
た
め

に
消
費
す
る
土
地
は
多
く

は
な

い
。
從

つ
て
如
何
な

る
杜
會
組
織

が
成
立

し
て
も
、
勢
働
者
を
し

て
文

化

ヘ

へ

財

の

よ

り

多

く

を

消

費

せ

し

め

得

る

だ

け

で

、

食

物

の

消

費

は

殆

ん

ど

攣

化

し

な

い

で

あ

ら

う

。

(
註

四
)

(
註

一
)

国
h
密
詩

℃
》
尋

Φ
詳
=
昌
幽

ヒd
&

Φ
5
℃
帥」

鳩
℃
℃
・
ぐ
O
I

HG。
輪
・

(
註

二
)

国
鴇
聲

び

H
窪

碧
鼠
σq
o
巳
ψ目
o
ψ
①
8
昌
o
ヨ
置
器
q・M
℃
・
い
ひ
H
・

(
註

三
)

Hげ
置
●モ

℃
・
い
睾

l

O
.

(
註

四
)

H甑
山
壱
℃
.
い
O
目
・

此
最
後

の
演
繹
は
絵
り
に

H畳

曾

で
あ

つ
て
、
問
題
と
す
る
に
足

ら
ぬ
で
あ
ら
う
し
、
ま

た
経
濟
的
孚
岡

の
う
ち

に
も
支
配
争

闘

と
破
壊
争
圖

と
の
匠
別
を
導
き
入

れ
た

こ
と
は
、
要

當

に
し
て
且

つ
オ
リ
ヂ

ナ
ル
な
著

想
と
し
て
、
問
題

と
せ
ら
る

べ
き
飴
地

は
な

い
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
個
人

の
利

釜

の
ア

ソ
タ

ゴ

昌
ズ

ム
に
就

い
て
の

国
津

同冒

の
所
設

の
う
ち

で
は
、
生
産

の
要
素

が
土

地

と
榮
働

で
あ

り
、
生
産

せ
ら
れ
た
財

は

一
定

の
比
例

に
於

て
此

ら
二

つ
の
要
素

を
含

ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
黙
と
、
此
同

じ
比
例
を



有

す
る
財

の
う
ち

で
は
生

産

の
鱒
換

が
自
由

に
行
は
れ
る
と
云
ふ
鮎

で
あ
ら
う
。

前
者

の
鮎

に
就

い
て
、
極
め
て
辛
辣
な

る
批
評
を
加

へ
て
ゐ
る

の
は

パ

レ
ト
で
あ
る
。

「
著
者

は
大
襲
見
を
な
し
た
。

二
大
稜

見

を
な
し
た
と
云

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
な
ら
、
第

一
に
、
経
濟
財
を
生
産

す
る

に
は
土
地
を
要
す

る
こ
と
を
認
識

し
た

し
、

第
二
に
ー

こ
れ
が
主
た
る
襲
見
で
あ
る
-

財
が
二
つ
の
要
素
勢
働
と
土
地
を
含
ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
彼
以
前
の
何
人
も
解
し
な

か

つ
た
こ
と
を
知

つ
た
か
ら

で
あ
る
。
余

は

こ
の
批
評
を
な

さ
な

い
。
財
が
土
地
を
含
む
と
云

ふ
こ

と
の
意
味

の
何
た
る

か
を

知

ら

ぬ
か
ら

で
あ
る
。
」
(註

一
)
パ

レ
ト

の
批

評
の
意
味

は
、

国
津

再
N

が
彊
調
す
る
財

に
於
け
る
榮

働
と
土
地

の
割
合
な
る
概

念

の

経
濟
上

か
ら
無
意
味
を
嘲
笑
す

る
に
あ

る
が
如
く

で
あ
る
。
..目
賦
韓

免
凶σq
昌
。
誘
H
討

。。
ヨ
葛
∩
昌
8

牙

箕
。匡
σ日
。
か8
昌
。
目
δ
昌
や
.、
な

る
伺
を
、
右

と
同

一
趣

旨

の
批
評

の
後

に
加

へ
て
ゐ
る

の
か
ら
考

へ
て
、
(
註
二
)
財
が
勢
働

と
土
地
か
ら
生
産

せ
ら
れ

て
ゐ
る

の

を

パ

レ
ト
が
否
定
し

て
ゐ
る

の
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
從

つ
て
パ

レ
ト
の

臣
障

試

に
封

す
る
理
解

は
皮
相
的

で
あ
る

と
云
は
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

パ

レ
ト
は
、
国
津
昌
凶
が

O
冨
伽日
鑑
ω音
器

と
し

て
極
力
排
斥
し

て
ゐ
る
所

の
経
濟
學

の
立
脚
黙
を
離
れ

て
ゐ
な

い
が
た

め
に
、
財

が

一
定

の
土
地
を
含
む
と
云

ふ
概
念
を

理
解
し
得
な

い
の
で
あ
る
。
甑
鐘

冒

は
債

格
現
象

と
云

ふ
が
如

ぎ

去
は

讐
附
帯

現
象

の
研
究

に
絡

ら
う
と
し

て
ゐ
る
の
で
は
な

い
。
債
格
現
象

を
通
し

て
、
個

人
と
個
人

と

の
聞

に
行
は
る

玉
財

の
分

配

の
最
後

の
結
果
を
問
題
と
し

て
ゐ
る
。
此
立
場

か
ら
は
、
財

の
物
量

の
み
が
窮

局

の
問
題

と
な
る

の
で
あ
砂
、
此
財

の
物

量

を
作
り
出
す
所

の
勢
働

と
土
地
と
が
問
題

と
な
る

の
で
あ
る
。

こ

」
で
は
厚
生
経
濟
學

の
罹
確
な

る
概
念
規
定
を
な

さ
す

、
ま

た

国
旨

昌
N
の
経
濟
概
念

を
明
ら
か

に
せ
す
、

そ
れ

ら
を
他

日
の
研
究

に
淺
す

の
で
あ

る
が
、
大
艘

に
於

て

国
律
旨
N
は
厚
生
経
濟

厚
生
糧
濟
學
史
の

一
節

9
8
固
津
膏

と
肚
會
的
爺
圃

一=



厚
生
縄
濟
學
史
の

一
節

9
8
国
浄
『訂
と
肚
會
的
争
圃

二
二

學

の
立
場

に
立

つ
て
、
碧
雷
σq
自
置
ヨ
8

伽8
5
0
日
す
`
8

の
研
究
を
な
し

て
ゐ
る
と
云

ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
。
(
註
三
)

だ
が
維
濟
的
争

翻

の
最
後

の
厚
生
経
濟
學
的
結
果

が
如
何
な
る
維
過
を
経

て
交

換
経
濟

か
ら
出

て
來

る

の
で
あ
る
か
の
分
析

は
、
国
津
H臼

に
ょ

っ

て
殆

ん
ど
な
さ
れ

て
ゐ
な

い
。
ピ
潜
巳
蔓

も
ま

た
こ
れ
を
認

め

て
ゐ
る
。
(
註
四
)

パ

レ
ト
が
、

「
国
津
旨
凶
は
複
雑
な
様
相
を
知

ら
な

い
」

と
云

つ
た

の
も
、
此
理
由

に
出

て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

(
註

一
)

(
註

二
)

(
註

三
)

(
註
四
)

第

二
に
問
題

と
な
る

べ
き
貼
即
ち
生
産

物

の
種
類

の
韓
換
は
、

あ
る
場
合

に
限
り

て
行

は
れ
る
と

の
主

張
は
、

正
面
か
ら
此
問
題
を
提
出

し
た
者
は
、
康
鍵

日

を
以

て
最
初
と
す

る
か
も
知
れ
な

い
。
利
潤
率
均
等
化
の
障
碍

研
究

の
途
中

に
此

問
題

が
聞
接

に
提
出
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

つ
た
に
し

て
も
、
猫

立
の
問
題
と
し

て
こ
れ
を
提
出
し
た
者
、
特

に
厚
生
経
濟
學

の
観

瓢

か
ら
之
を
提
出
し
た
者

は
、
彼
以
前

に
は
な

い
で
あ

ら
う
。

岡
轟
§

自
・雷

が
評
し
て
、

「
食

物
即
ち
勢
働

と
土

地
の
割
合

の
小

な

る
財

の
生
産

が
他
の
食

物

の
生
産

に
韓

換
し
得

ら
る

曳
こ
と
を
許
容

し

て
も
、
技
術
的

可
能
が
断
定
せ
ら
れ
た

讐
け
で
、
少

し

も
経
濟
問
題
を
解

い
た

こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

一
般

生
活

に
於

て
は
、
果
樹
園
が
牧

草
地

に
攣
化
し
得
ら
れ

る
こ
と
を
、
何
人
も

ぐ
・
類

艮

9

ピ
窃

9⊃
p
富
σq
o
巳
。・
§
霧

伽
8
き

ヨ
置
器

凱
畠
o
冨
・
国
h
ho艮
N
、
匿

5
巴
ゆ
寓
o
竃

①
旨
o
暮

㎝o
o一巴
一稗
o
弘

琶

N
も

o
捧
あ
Φ
℃
叶・℃
℃
」

謡

●

H
甑
山
.}
7

ζ
い
.

濁
頃
臼
8

冒
窪

讐

仲品

8

尻
一g

凱
①
8
昌
o
旨
β
ま
評

℃
●
O
《
・

ピ
碧

侮
ぎ

d
ロ
o
け冨

o
ユ
o
昌
o
旭
一σQ
曾

鱒
U
o
一導
一島

口
窪

8

山
巴

9。
象
話
oな
o
昌
自
o
冨

阜
①
ヨ
碧
山
o
mロ
=

箇
箕
o
山
8
ニ
ユ
3

臼

鴛
9。
<
巴
r

o
件o
℃
伽
§

m
一p

男
o
毒
&

、
伽
8
ロ
も

。
ま

ρ
5

お
【
o
も

・
暴

N
.

生

産

せ

ら

る

曳

財

に

含

ま

る

、

勢

働

と

土

地

の

割

合

が

同

一
で

一
つ

の

問

題

を

正

確

に

提

出

し

た

と

云

ふ

意

味

に

於

て

甚

だ

重

要

で

あ

る

。
(
註

図
)



否

定

し

な

い
。

だ

が

こ
れ

は

経

濟
問

題

で
は

な

い
」
(
註
二
)

と

云

つ
て
ゐ

る

の
は

、

此

問
題

に
封

す

る

国
津

昌
N

の
観

瓢

を

見

誤

つ
た

、
め

で
あ

る

。
但

し

国
庸
窪

瞬

が

此

問

題

に
正

し

い
解

決
を

與

へ
た

か

は

疑

は

し

い
。

た

と

ひ
、

生
産

せ
ら

る

、
財

に
含

ま

る

曳
勢

働

と

土

地

の
割

合

が
異

つ
て
ゐ

る

と

し

て
も

、

一
財

の
生
産

に
用

ひ
ら

れ

た
勢

働

と

土

地

と

の
全

髄

を

他

の
財

の
生
産

に

費

し
墨

さ

う
と

し

な

い
限
り

、

叉

は

此

ら

の
要

素

が
絶

封

的

に

増
減

せ

ら
れ

得

な

い
場

合

で

な

い
限

り

、

生
産

せ

ら

る

玉
財

の
種

類

の
韓

換

は
不

可
能

で

は
な

い
。
国
津

昌
N
は

土

地

の
面
積

と
生
産

力

と
が
其

極

限

に
蓮

し

て

ゐ
る

こ

と
を
假

定

し

て

ゐ

る

の
で
あ

ら

う

が
、

パ

レ
ト
が

云

つ

て
ゐ
る

や

う

に
、

此
假

定

は

必
然

的

で
は

な

い
で

あ
ら

う

。
(
註
三
)

(
註

一
)

国
B
oo碧
「2
評
ピ
p
葺
器
8
目ヨ
舘
δ
g

ら
①αq
昌
一目
℃
げ
σq匡

窪

貯
件冨
嘗
鵠
P
や

いρ

(
註

二
)

目げ
達
追
℃
・
轟
ρ

(註

三
)

守
憂

ρ
ピ
、
9。
注
巳
。
9
ρ
℃
●
ミ
9

0

四

右

に
極
め
て

シ
エ
ー

マ
的

に
解
論

批
評
し
た
個

々
人

の
経
濟
的
利

釜
の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
に
關
す
る
所
論

は
、
問
題
を

正
確

に

提

出
し
た

と
云

ふ
意
味

に
於

て
、
我

々
の
注
意
を
要
求
し
得

べ
き
重
要
な
も

の
で
あ

る
が
、
枇
會

の
経
濟

的
利
釜
と
個
人

の
経
濟

的
利
釜

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
に
關
す

る
彼

の
所
設

は

一
麿

重
要
な

る
も
の
で
あ
る
。

ラ

ン
ド
リ
ー
や
ピ
グ
ー

の
先
騙
を
な
し
た

る

鮎

も
實

に
ご

曳
に
あ

る
。
ブ
ウ

ル
ヂ

ヨ
ア
肚
會

に
於
け
る
此
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ
ム
を
読
け
る
者
は
彼
が
最
初

で
は
な

い
。

シ
ス
モ
ン

厚
生
縄
濟
肇
史
の

一
節

9
8
国
穿
同訂
と
社
會
的
争
翻

二
三



厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

O
葺
o
国
穿

旨

と
紅
會
的
争
圃

二
四

ヂ

が
あ

り
、

ク

ル

ノ
ー

が
あ

り

、

男
。
警
。昌
器

が
あ

り

、
U
隼

Hぎ
σq

が
あ

つ
た
。
(
註

一
)
然

し

、

「
個

人

と
肚

會

と

の

ア

ン
タ

ゴ

轟

ズ

ム

の
問

題

を
初

め

て
提

出

し

た

と

云

ふ
榮

轡

は

国
津

『窟

が
受

く

べ
き

で
は

な

か
ら

う

が
、

深

く

且

つ
徹
底

的

に
此
問

題
を

取

扱

つ
た

と

云

ふ
榮

響

は

彼

に
屡

す

る

。
」
(註

二
)
「
私

が
引

用

し

又

は
曙

示

し

た
著

者

(
男
o
爵

窪
言
。・"
U
島

臨
昌
αq
"
団
δ
巳

げ
o
P

国
。旨
凶
冨

等

)
は

、

私

有

財
産

制
度

の
う

ち

で
受

く

る

一
般

の
利

釜

の
損

傷

問

題

に
就

い
て
、
断

片

的

見
解

し

か
表

明

し

て

ゐ
な

い
。

此
問

題

を

充
分

に
且

つ
組

織

的

に
取
扱

ふ

こ
と
を

企

て
た

最

初

の
経

濟

學
者

は

国
津

H富

で

あ

る
。

彼

が
生
産

力
性

と
牧

盆

力

性

と

と

の
間

の
ア

ン
ダ

ゴ

ニ
ズ

ム
に
就

い

て
な
し

た

研
究

は

、
恐

ら

く

は

、

彼

の
著

書

中

の
最

も
傑

れ

た
部

分

を

成

し

て

ゐ

る

で

あ
ら

う
。
」
(註
三
)

(
註

一
)

H
碧
曾
ざ
ピ
鴇
痺
罠
審
ψ8
団9・一〇
9

げ
℃
「o
℃
ま
審

一巳
才
峯
器
一一ρ
》
く鎖
三
-鞍
名
o
ン
℃
』
図
●

(
註
二
)

ピ
碧
脅
¥
d
=
伽8
ぎ
目
聾
。
ヨ
伽8
き
ξ
◎
碧
あ
宣
菊
・〈
器

鐸
.
σ8
ロ
9
巳
①
℃
巳
三
虐
ρ
国一8
P
℃
.
ひ
国騨

(
註
三
)

ピ
碧
自蔓
博
寓
碧
ロ色
昏
、
σ8
ぎ
皇
虐
ρ
℃
・
闘e
.

・

国
浄
H欝

は
此
問
題
を
生
産

力
性

男
δ
含
。穿
諜

と
牧
釜
力

性

男
窪
寅
匹
羅

と

の
ア

ン
タ
ゴ

ニ
ズ

ム
の
問
題
と
し

て
提
出
す

る
。

此
形
態
を

と
れ
る
問
題
と
、
人

と
人
と
の
聞

の
経
濟

的
争
圖

の
支
配
性

又
は
破
壌
性

の
問
題

と
の
關
聯

は
、
私

の
知
り
得

る
限
り

に
於

て
、

図
窪

H冒

に
よ
り

て
明

ら
か
に
せ
ら
れ

て
ゐ
な

い
や
う
で
あ

る
。

こ
」
で

は

此
關
聯

の
問
題

に
論
及
す

る

こ
と
な
く
、

康
略巽
冒

に
お
け

る
生
産
力
性

と
牧

釜
力

性
と

の
ア

ン
タ
ゴ

昌
ズ
ム
を

、
猫

立
に
、
明
ら
か

に
し
よ
う
。

先

づ
私
は

国
津
H窟

に
於

け
る
生
産
力
性

と
牧
釜
力
性

の
概
念

を
明
瞭

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
生
産

の
最
後

の
目
的
は
、
彼



に

よ
れ
ば
、
使

用
債
値
を
作
り
出
す

こ
と
に
あ
り

、
之

を
作
り
出
す

に
は
勢
働

と
土

地
と
を
必
要

と
す

る
。
作
り
出

さ
る

玉
使
用

債

値
を

W
と
し
、

こ
の
生
産
を
な
す

に
要
す

る
勢
働

と
土
地
と
を
夫

々

a
、
b

と
す
れ
ば
、
此
勢
働

と
土

地
と
の
生
産

力

(
性

の

程

度
)

p
は
、

う
H

ミ

"
(
櫛
き

)

で

あ
る
。
(
註

一
)
此
生
産
力
性

は
人

と
自
然

と
の
間

に
行
は
る

」
財

の

8
ρ
g
幽のぼ
8

に
於

て
現
は
れ

る
。
之

に
反
し
牧
釜
力
性

は

財

の
如
何

な
る

簿β
三
。・置
。
ロ
に
も
あ
り
得
る

の
で
あ
る
。
(註
二
)
そ
れ

に
は
、
男
窪
冨
窪
ま

謹
陣凶。
と

男
2
$
窪
羅

窯
$
丹守
。
と
が
あ

る
。
前
者

は
眞
實

純
牧
入

と
眞
實
費
用

の
差
、
即

ち
得
ら
る

、
使
用
債
値

と
費

さ
れ
た

る
勢
働
費
用

の
差

で
あ
る
。
後
者

は
貨

幣

に

て
表

は
さ
れ
た
名
目
純

牧
入

と
貨
幣

に
て
表
は
さ
れ
た
名
目
費

用
と

の
差
で
あ

る
。
(
註
三
)
人

は
此
差
即

ち
名
目
的
純
利
釜
を

以

て
浩
費
財
を
購

ふ
こ
と
も
出
來
、

借
り
入
る

」
こ
と
も
出
來

る
。
(
註
四
)
此
消
費
財

こ
そ
、
人

の
虞
實

の
牧
入

で
あ
る

に
も
拘

ら
す

、
此

理
由

に
よ
り

て
名

目
的
牧

入

の
獲
得
を
経
濟
生
活

の
目
的

と
し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
眞

の
経
濟
的
利
釜
は
、

如

何
な
る
組
織

の
杜
會

に
於

て
も
、
特

に
就
會
全
盟

か
ら
見
る
場
合

に
は
、
眞

實
総
所
得
と
眞
實
費
用

の
差

の
最

大
即
ち
眞
實

純

牧

入

の
最
大

に
等
し

い
も

の
で
あ
る
。
(註
五
)
勢
働

及
び
土
地
の

一
輩
位

ー

国
中
①昌
凶
は
眞
實
費

用

を

榮
働
費
用

の
み
に
限

つ

て

ゐ
な

が
ら
、
生
産
力
性

の
定
義
を

下
す
場
合

に
は
、
異

れ
る
眞
實
費

用

の
概
念
を

も

つ
て
ゐ
る
ー

當

り

の
眞
實
所
得
を
生
産

力
性
を

以

て
表

は
せ
ば
、
人

の
特

に
肚
會

の
維
濟

的
利
釜
は
此
生
産
力
性

に

よ

つ

て

も

表

は
さ
れ
得

る
と
考

ふ
る
こ
と
が
出
來

る
。
国
津

膏

は
此
生
産
力
性

と
牧
釜
力
性

の
間

に
背

反
的
關
係

が
あ

る
か
否
か
を
尋
ね

て
、
肚
會

の
経
濟
的
利
釜
と
個
人

の
経

濟

厚
生
輝
濟
學
史
の

一
節

9
8
国
幣
N訂
と
杜
會
的
欝
翻

二
五



厚

生

縄
濟

學

史

の

一
節

○
けε

鵠
浄

喬

と

壮

會

的

争
圃

二
六

的

利

釜

と

の

間

に

背

反

的

關

係

が

あ

る

か

否

か

を

明

ら

か

に

す

る

。

(
註

一
)

国
hh。
旨

℃
H
$

,。
三
9
αq
8

一。・目
・
器

8
ぎ

昆

ゆ
器
ρ
℃
●
。。
p

(
註

二
)

H
げ
一P

や

H
軌
望

(
註

三

)

一び
乙
・も

・
ま
い
…
》
「げ
o
搾

誓

幽
切
&

g

℃
け」

H
匂
℃
・
N
い
o
●

(
註

四
)

Hぼ
岱
・も

●
羨
◎。
●

(
註

五
)

H
玄
価
・"
℃
・
　
α
い
.

此
目
的

の
た
め

に
は
、
国
津
欝

は
同

じ
座
標
上

に
生
産
力
性

の
曲
線
と
牧

釜
力

性

の
曲
線

と
を
書
き
、
爾
者

の
間

に
調

和
的
關

係

が
あ

る
か

否
か
を
検
す

る
。
だ

が
彼

が
横

軸
上

に
と
り
た

る
値

は
生
産
物

の
量

で
あ
る
か
ら
、
此
量

と
生
産
力
性

と

の
關
係

が

如

何

に
あ

る
か
を
見
ね
ば
な
ら

ぬ
。
先
づ
生
産
物

の
量
を
多
く
得

よ
う
と
す
れ
ば
、
土
地
と
勢
働

と
の
よ
り
多
く
を
費

さ
ね
ば
な

ヘ

へ

ら

ぬ
。
所

で
土

地
費
用
は

一
般
忙
生
産
物

の
量

に
比
例
す

る
に
反
し
、
勢
働
費
用
は
生
産
物

の
量

よ
り
よ
り
少
く
増
加
す
る
。
蓋

し
生
産
量

の
増
大

は
分
業

と

8
ε
宵
註
8

と
を
可
能
な
ら
し
め
、
生
産
物

一
軍
位
當
り

の
螢
働
費
用
は
分
業

に
よ
り

て
減

少
す

る

か
ら

で
あ

る
。
然

し
螢

働

の
主
観
的
苦
痛
は
勢
働

の
客

観
的
量

に
封

し
乗
業

を
以
て
増
加
す

る
。
故

に
勢
働
費
用
曲
線
は
不
規
則

・

的

形
状

を
示
し
、
當
初

の
増
加

は
小

に
し

て
、
後

に
比
較

的
に
多
く
檜
加
す

る
。
(
註

一
)
土
地
費

用
は
生
産
量

に
比
例
す
る
が
故

に
、
其
曲
線

は
横
軸
に
與

へ
ら
れ

た
る
角

を

な

す

直

線
を
な
す
。
(
註
二
)
ま
た
生
産

せ

ら

れ

た

財
量

の
使
用
便
値

は

U
櫛
三
匹

切
臼
ぎ
巳
臣

の
便
値
法
則

に
從

つ
て
逓
減

し
行

く
も

の
で
あ
る
と

国
津

言

は
認
め
て
、
其
曲
線

は

8
霞
げ
巴
。
σΩ
彗

昏
鼠
ρ
き

と
せ
ら

れ

て
ゐ
る
。

「
こ
れ
だ
け
を
與

へ
ら
れ
た
も

の
と
し

て
、
生
産
量

の
軸

(
横
軸
)

の
上
方

に

(
縦
軸

に
)
生
産

力

の
曲
線
を
書

く



こ
と
が
出
來

る
。
此
曲
線

は
第

一
の
曲
線

(
使
用
便
値

曲
線
を
指
す

)
か
ら
、
後

の
二
曲
線

(
土
地
費
用
曲

線
及
び
勢
働
費
用
曲

線
)

の
合
計
を
引
き
去

る

こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
生
産
量

の
軸
上

に
立

て
ら
れ

た
生
産
力

の
曲
線
は
、
上
向
部
分

と

下

向
部
分

と
か
ら
成
り
、
此
ら

の
部
分
を
分

つ
最
高

頂
黙
を
有
す

る
曲
線
を
示

す

と
云
ふ
結
果

が
出

て
來

る
。
」
(註
三
)
こ
れ

に

ょ

つ
て
見

る
と
、
国
幣

昌
国
は

こ
、
で
は
生
産

力
性

津
。
曾
6昏

ま

の
概
念
を
攣
化

圖第

,使

用
償

値
、
費

用
、
生
産

力
の
軸

生窪量の蝕

し

て
、
生
産

量

の
総
使
用
便
値
か
ら
土
地
費
用

と
勢
働
費

用
を
控
除

せ
る
残

額
を

生
産

力
性

と
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は

諺
H冨
犀
口
巳

切
。
傷
窪

の
第
二

巻

一
一
六

頁

以
下

に

国
蜜
&

興

中
&
爵
穿
強

け
と

O
吋α
。・器

籍
『
男
3
曾
窪

く
鼠
梓
と
を
匠
別
し

て
ゐ
る
が
、

こ

」
で

の
生
産
力
性
は
後
者
を
意
味
し

て
ゐ
る
。
先

に
定
め
た
記
號

を

以

て
示
せ
ば
、
そ
れ
は

零

1

(
9
十
ぴ
)

で
あ

る
。

此
ら

の
生
産
力
曲
線
、
使
用
債
値
曲
線

、
土
地
費

用
曲
線
、
榮
働
費
用

曲
線

と
生
産
量

と
の
間

に
は
、
第

一
圖

に
示
す
が
如
き
關
係

が
あ

る
。
㎡
鮎
は
、

生
産
力
性
を
最
大
な
ら
し
む

べ
き
生
産
量

。
B
、
を
示

し

て
ゐ

る
。

從

つ
て
他

の

生

産

量

は

生

産

力

性

を

小

な

ら

し

め

ざ

る

を

得

な

い
。
(
註
四
)

(
註

一
)

国
潮

訴
ぶ
〉
島
o
詳
砦
ら
団
&
0
9

什■
H
℃
℃
・
団
も

匿

厚

生
縷
濟

學
史

の

一
節

9

8

国
富

誉

と
杜
會
的

孚
朝

二
七



(
註

二
)

(
註
三
)

(
註
四
)

二 圖

厚

生
経
濟
學

史

の

一
節

9

8

国
漆

吋欝

と
肚
會
的
孚
圃

二
入

国
(津
艮
N」
H
窪

碧
件品
〇
三
ω巨
o
。陰
伽
8
琴
ヨ
5
器
。・
M
℃
」

お
・

H
げ
智
↓
や

同
8
ゆ

H
げ
崔
`
や

回
8

噛
諺
き
o
犀
§

師
団
o
山
窪
㌦
・
ど
℃
辱
二
ρ次

に

生

産

量

と

牧

盆

力

性

と

の

間

に

關

係

が

あ

る

か

を

見

る

必

要

が

あ

,生

、産

費

バ貨

)、総

収

入
(
貸

}
、

収

益

力

の

軸

生 産 量の軸

る
。
之
を
見

る
に
は
、
生
産
量

を
横
座
標

と
す
る
牧

釜
力
曲
線
を
叢
く

の
が

便
利

で
あ

る
。
牧
釜
力

は
貨
幣

に

て
表
は
さ
れ
た
総
牧
入

と
生
産
費

の
差

で

あ

る
か
ら
、
牧
釜
力
曲
線
を
得

る
た
め
に
は
、

先
づ
此
ら
二
曲
線
を
書
か
ね

ば
な
ら
ぬ
。
元
來
憤
格

の
曲
線

は
逓
下
曲

線

で
あ

つ
て
、
量

の
軸

に
漸
近
線

を
な
す

も

の
で
あ

る
か
ら
、
生
産

量
の
総
牧
入
曲
線

は
、
上
向
す
る
部
分
と

下
向
す

る
部
分

と
よ
り
成

り
、
此
ら
の
聞

に
最
高
鮎
を
有
す

る
曲
線

か
ら
成

る
も

の
で
あ
る
。
(註

一
)
生
産
費
曲
線
は
上
向
す

る
部
分

の
み
か
ら
成
り
、

其
傾
き
は
次
第

に
減

じ

て
、
生
産
量

の
軸

と

一
定

の
角
を
な
す
直
線

と
な
る

の
で
あ
る
。
故

に
此
ら
曲

線

の
差

で
あ
る
牧
釜
力
曲
線

は
上
向
部
分

と
下
向

部
分

と
を
有

し
、
之
を
最
高

貼
が
分

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
(
註
二
)
第
二
圖

は
、
生
産
量

の
軸

を
横

座
標

と
し
た
総
牧

入
曲
線

、
牧
釜
力
曲
線
、
生
産
費



,

騨

曲

線

を

示

す

。

㎡

鮎

は

、

牧

釜

を

最

大

な

ら

し

む

る

生

産

量

。
ヨ
ミ
を

示

す

黙

で
あ

る

。

(
註

】
)

国
濤

埠
N
導
H
o
田
曽
三
濃
〇
三
加目
o
ψ
伽
8
き
且

ρ
ロ
β

唱

●
同◎。
◎◎
o
齢
陰
α
●

(
註

二
)

H
げ
峯

噂
窄

筥
O
W
》
き
。
搾
口
巳

bd
&

o
♂

件・
員

で
や

お

嫡
1
ω
●

今

、

か

や

う

に

し

て

得

ら

れ

た

生

産

力

曲

線

と

牧

釜

力

曲

線

と

を

、
同

一
の

生

産

量

の

軸

の

上

方

に
書

く

な

ら

ば

、
我

々
は

、

圃二

諺

 

改

益

力

の
軸

飢 ゲ

生産量の軸

第 四 圖

改

益

ヵ

の
軸

生産量の軸

生
産
力
性

と
牧
釜
力
性

と
の
間

に
ア

ン
タ
ゴ

ニ
ズ

ム
が
あ
る

か

否

か
を
、
此
ら
曲
線

の
比
較

に

よ
つ
て
容
易

に
知

る
こ
と
が
出

來

る
。
㎡
瓢
は
牧

釜
力
性

か
ら

見

て
生
産

の
理
想

的
な

る
最

大

量
を
示
し
、
㎡
瓢

は
生
産
力

性

か
ら
見
た
生
産

の
理
想
的
な

る
ノ

最
大
量
を
示
す
。
生
産
量
が
㎡

に
蓮
せ
ざ
れ
ば
、
牧
釜
力
性
か

ら
見

て
生
産
過
少
が
あ
り

、
そ
れ
が
此
貼
を
超
ゆ
れ
ば
、
生
産

の
過
剰
が
あ
る
。

叉
生
産
量

が
㎡

に
蓮

せ
ざ
れ
ば
、
生
産

力
性

か

厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

9
ε
国
津

言

と
杜
會
的
孚
圖

二
九



厚
生
縄
濟
學
史
の

一
節

O
ぎ

国
範
窪
N
と
髄
會
的
孚
闘

三
〇

ノ

ら

見

て
生

産

過

少

が

あ
り

、

そ
れ

が

此
貼

を
超

ゆ
れ

ば

、

生

産

過
剰

が

あ

る
。

そ

こ

で
も

し

㎡

鮎

と

㎡

と

が
相

一
致

す

れ

ば

、

個

々
人

の
牧

益

力

性

か

ら
見

て
も
、

杜

會

の
生

産

力

性

か

ら
見

て
も

、
。
日
、H

。
ヨ
ミ

な

る

生
産

量

は

理
想

的

で
あ

り

、
其

ら

の
間

に

何

ら

の
背

反

も

な

い
。

之

に
反

し

、
第

三

圖

に

示

さ
れ

た

る

が

如

く

、
牧

釜
力

性

か
ら

見

た
最

大

生

産

量

が

。
目
ミ

で
あ

る

に
も

拘

ら
す

、

生
産

力
曲

線

か

ら
見

た
最

大

生
産

量

が

。
日
、
で
あ

つ

て
、

。
ヨ
ミ
^

。
日
、
で
あ

る
場

合

に
は

、
肚

會

の
経
濟

的

利

釜

と
個

入

の
経

濟

的

利

釜

の
間

に
ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム
が

あ

る

。

た

f
生

産

量

。
ヨ
ミ

ま

で

に
於

て

の
み
、

此

ア

ン
タ

ゴ

ニ
ズ

ム
が

な

い
。

又
第

四
固

に
示

さ
れ

た

る

が
如

く
、

。
目
、
A

。
ヨ
ミ
な

る
場

合

に
も

、

此

ら
利

釜

の

ア

ン
ク

ゴ

昌
ズ

ム
が
あ

る
。

た

窒

。
ヨ
、
ま

で

に

於

て

の
み

、

此

ア

ン
ク

ゴ

昌
ズ

ム
が
な

い
。
(
註
)

(
註
)

国
h冷
Hド

目
窃

碧
陣お
〇
三
。・ヨ
①。・
伽
8
8
邑
ぬ
器
。・b
℃
℃
。
り
◎◎
目ー
い魯

国
穿

昌
N
は

、

か
く

理
論

的

に

二

つ
の
利

釜

の
ア

ン
タ

ゴ

昌
ズ

ム
を

設

明

し

た
後

、
其

實

在

性

を
誰

明
す

る
。
生

産
量

が
牧

釜

力

性

か

ら

見

て
最

大

叉

は

そ

れ
以

上

で
あ

る

け

れ

ど
も

、

肚

會

か
ら

即

ち

生
産

力

性

か
ら

見

て
最

大

に

達

し

て

ゐ

な

い
簡

軍

な

例

は

、
穀

物

が

著

し
く

豊

作

な

る

場

合

に
見

ら
れ

る
。

或

ひ
は
叉

此

豊

作

な

る
穀

物

の

一
部

を

、

個

人

が
市

債

を

高

か
ら

し

む

る

た

め

、

投

棄
す

る
場
合

(H)螢
円告
騎o昌
曽
目貯
け)
に
見

ら

れ

る
。
肚

會

的

利

釜

か

ら
見

て
既

に
生

産

量

が
最

大
量

を
超

え

て
ゐ
な

が

ら

、
牧

釜

力

性

か
ら
見

て
最

大

量

が
達

し

て

ゐ

な

い

場

合

に
就

い
て
は

、

国
津

昌
凶
は
飲

用
酒

類

に

見

る

こ

と

が

出

來

る

と
云

つ

て
ゐ

る

。
(註
)

こ

の
ほ

か

に
は
例

を
學

げ

て
ゐ

な

い
。

(
註
)

田
貯

F

ピ
窃

碧
鼠
㈹〇
三
。・百
o・・
伽
8
8
巨
ρロ
β

℃
●
いQ。
9

こ

れ

だ

け

の
解
読

で
は
あ

る

が
、

そ
れ

で
、

個

人

の
経

濟

的
利

釜

と
肚

會

の
そ
れ

と

の
ア

ン
ク

ゴ

昌
ズ

ム
に
關

し

国
津

醤

が



ロ

読

い

て
ゐ

る
所

の

も

の

蕊
骨

子
を

明

ら

か

に
し

得

た

積

り

で
あ
る

。

此

所
読

の
詳

細

な

る
解

詮

と
批

評

と
を

、

私

は

他

日

に
期

し

た

い
。

だ

が

こ
れ

だ

け

の
骨

子

の
う

ち

に
も

、

尚

見

逃
す

こ
と

の
出

來

な

い
幾

多

の
誤

が
藏

せ

ら
れ

て

ゐ

る

こ
と

を

否
定

出

來

な

い
。

こ

曳
に
其

主

な
る

も

の

一
つ
だ

け

を
學

げ

よ
う

。

今

、

生

産

力

性

の
概

念

を
と

つ
て
見

よ

う
。

ピ
毬

き
雷
σq
8

け
目
窃

伽8
ぎ

ヨ
置
需
。。
に
於

て
は

、

W
を

生
産

せ

ら

る

玉
財

の
使

用
債

値

と

し

、

a
を

螢

働
費

用

、
b

を

土

地
費

用

と

し
、

妻

"
(,。
十
ぴ
)
を

以

て
生

産

力

性
を

表

は

し

て
ゐ

る
。

そ

れ

は

ま
た

胃
。
臼
9
試
審

言
臼
三
ρ
`
ρ
伽
超
島

o
ロ
雷
霞

傷
o
冨

狽
o
曾

a
〈
幕

と
呼

ば

れ

て
ゐ
る

。
(
註

一
)
此

ほ

か

に

男
8
含

a
く
ま

か8
昌
o
ヨ
凶ρ
琴

な

る
概

念

が
後

に

導

き

入
れ

ら
れ

て

ゐ

る
。

そ
れ

に
は

次

の
内

容

が
與

へ
ら

れ

て
ゐ

る

。
、.d
口
。
箕
。
含

a

露

冨
昇

審
二
錺
囲目
巳
島

2

目
σ
剛5
ω
げ
ぎ

・
Z
。
g
ψ

箇
召
匹
。3
蕊

ド

σq
冨
巳
。霞

自
⑦
6
舞

。
器
ロ
mg。凶感

冨

箕
。
含

⑦侍三
ま

伽
8
ぎ

ヨ
蒼

ρ
2

。・ぎ

喜

ヨ
窪
け
一薗
冒
&
g
臥
爵

伽
・
O
昌
侮
。暴

己

・
程

巴
。
舞

冨

剛。
§

昏

魯

試

傷
。
。昌

。
冒
a
舞

三
け亀

雷

窯
。
9
。門三
け漂

8
き

巨

ρ
器

6ψ鳳

σq
聾

鋤

斜
岳
頃
。「窪
8

。昌

・
冨

邑

窪
乱

.
霧
9。
㈹
&

・の

嘗
。
含

窃

。二
2
誘

8
ゆ
8

畠
ε

H。
含

鼠
8

"
。三

。昌
碧
臼
8
暑

傍&

。
冨

臼

「伽&

。
富

窟
。
傷
唱
a
8

.
ピ
。。・
8
ρ
什乙

㊦
箕
。
身

a
8

。。・
8
日
切
§

9

山
⑦
8
ρ
冨
窪

9

<
亀

・&

。
8
ぎ

・…

霞

。.
曾

旦

。
蕊

蜀
琶

2
同
傷
.
島
騨
σq
&

巴

9
§

彰

鋤

8

弓
H巳

鼻

。。
"
.
　最

。
冒
。
9
鼠

8

名

覧
・自

8
ρ
言

昌
9

〈
巴

〉
を

霞

8
窪

窪

§

器

φ

冨

含

脱伽&

Φ
一竃

ε
含

&
。
茸

瓦

。
窃

き

鐸
器

く
。
湯

ド

{。
§

昏

。・̀
ぎ

暮
2

層
。
臼

a
<
ま

伽8
き

ヨ
蒼

。
11

〔
≦
ド

(》
+
頃
)〕
"
魯・

≦
、
鼻

♂
箕
a
昌

宮
昇

嚇

〉
+
頃
。ω二
。
8
窪

鴇

`

ミ

i

(〉
十
切
)
8
二
。
胃
a

鼻

器
ρ

厚
生
脛
潜
學
史
の

一
節

9
ε

国
角
o昌

と
髄
會
的
孚
圃

言
=



厚
生
経
濟
學
史
の

一
節

O
ま

国
津

昔

と
肚
會
的
争
圃

三
二

目
団
僧
山
8

0
旨

o
岳
津

器
口
8

0再
H巴

o
肩
a

g
餓
く
ま

2

一〇
箕
o
臼

謬
昌
9

免

⊆
昌
o
只
9
口
鼠
o
昌
.
い
9
窯
o
含

a
<
ま

oωは
σq
鑑
0
9。口
覧
o忌

岸
昌
9

臣
く
獣

饗
H
ド

山
自
伽・
曾

冨

噂
H。
含
。傍δ
戸
、、
(
註

二
)
私

の
理
解

に
誤

な

し

と
す

れ

ば

、
先

の
記

號

法

で
此

経

濟

的

生
産

力

性

を

表

は

せ

ば

、

〔
≦

ー

(鎖
十
ぴ
)〕
;

と

な

る

。

此

生
産

力

性

の
概

念

は
、

先

の
生
産

力

曲

線

に
表

は

る

玉

生

産

力

性

と

も

異

る

と
考

へ
ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

こ
れ

は
軍

に

≦

1

(9
十
ぴ
)

で
あ

る

に
過

ぎ

な

い
。
牧

釜
力

性

と

生
産

力

性

と

を

比
較

し

て
、
国
津

昌
N
の
目
的

と
す

る
所

を
達

ぜ
ん

が

た

め

に
は
、
此

最
後

の

概

念

の
み

が

あ

れ
ば

足

る

の

で
あ

る
。
〉
昏
。搾
`
巳

剴
o
α
窪

で
は

、

出
03ゴ
⑦
畠
窪

弓
3
含

ぼ
三

鼠
け
と

O
同α
ω。。o
ユ巽

℃
「0
9

ぼ
三
慈
酔
と

が

匠

別

せ
ら

れ

、

,

　

類
α
ゴ
o
偶o
H
男
同o
告
⊆
ぼ
ぞ
津
9ーけ
H

9
十
げ

O
円
α
ω。・。
昌
臼

軍

巳

鼻

身

謬
似
け
甜

毛

1

(櫛
十
げ
)

と

せ

ら

れ

て

ゐ

る
。
(
註
三
)

そ

し

て

生

産

力

性

曲

線

は

生

産

力

性

の
大

い

さ

の
曲

線

を

示

し

て

ゐ

る

。

此

簡

明

な

る

に
如

く

は

な

い

で

あ

ら

う

。

(
註

一
)

国
津

言

り
H
窪

き
証
鵬
o
巳
ψヨ
o
。・
①
8
8
巳
▲宅
oい矯
℃
.
o。
r

(
註

二
)

H
甑
山
己
℃
℃
・
O
い
ー
い
.

ρ



(
註
三
)

国
角
o艮
N噂
〉
き
o
岸
誓
一像
団
&
魯
℃
戸
ど
や

=
S

だ

が

名

"
(9
+
げ
ご

ξ
ー
(満
+
ぴ
)
は
何

を
表

は

し

て
ゐ

る

の

で
あ

ら

う

か
。

W
は

利

用

で
あ

り

、

a
は
勢

働

量

で
あ

り
、

b

は

土

地

の
面

積

な

の

で

あ
る

が
、
(
註

一
)
ミ

岡
("
+
ぴ
)
は

如

何

な

る

も

の
を

表

は

し
得

る
だ

ら

う

か
。

国
津

昌
凶
は

、
》
吋冨
詳
信
巳

切
巳
窪

の
第

一
巻

一

一
八
頁

に
於

て
、

及

び

『
。。・
碧
雷
"q
8
置
B
$

伽8
8

B
5
口
ω。・
の
八

二
頁

に
於

て
、
農

産

物

の
場

合

に
は
勢

働
費

用

を
抽

象

し

て
、

生
産

力

性

を

ミ

"
ぴ
を

以

て
表

は

し
、

工
業

生

産

物

の
場

合

に
は

そ

れ

を

≦

餐

を

以

て
表

は
す

と

云

つ

て
ゐ

る

が
、

此

ら

の
意
味

は

理
解

す

る

に
難

く

は

な

い
。
け

れ
ど

も

a
と

b

と

の
間

に
換
算

の
橋

な

く

し

て

は
、
ミ

鱒(9
+
げ
)
な

る
も

の

に
は

、

何

ら

の
意
味

も

付

す

る

こ

と
が

出

來

な

い
。

こ
れ

は

国
津

『雷

の
幼

稚

な

る
誤

で

あ

つ

て
、

私

の
理
解

が
幼

稚

な

の
で
な

い

こ
と

も

は
、
私

の
此
批

評

と
同

じ
批
評
を

い
潜
巳
蔓

が
な
し

て
ゐ
る
の
に
徴

し

て
明
瞭

で
あ
る
。
ρ註
二
)
国
津

欝

の
此
概
念

の
無
稽

は
、

此
概
念
と
並

べ
て
、
ミ
ー
(9
+
ε

を
導

き
入

る

玉
こ
と

に
よ
り

て
、

一
暦
共
甚

し

さ
を
加

へ
て
ゐ
る
δ

a
と
b
と
が
、
利
用

か
ら

控

除
し
得

ら
る

、
量

で
あ
る
が
た
め

に
は
、

a
は
螢
働

量
で
あ

つ
て
は
な
ら
ぬ
し
、
b
は
土
地
量

で
あ

つ
て
は
な
ら
ぬ
。
員

の

W

で
な
け
れ

ば
な

ら
ぬ
。
帥労
働

は
員

の
利
用

で
あ
る
と
は
、
強

い
で
考

へ
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
な

か
ら
う
が
、
土
地
が
員

の
利
用

で

あ

る
と
は
、
何

ら
か

の
読

明
な
し
に
は
考

へ
ら
れ
な

い
。
(
註
三
)
こ
れ
こ
そ
、
国
津
再冒

の

一、
窪
誘
霞

♂
旨
魯
ヨ
。葺
幕

(監

昌
自
曼
)
で
あ

つ
て
、
こ
れ
あ
る
が
た
め

に
、
生
産
力
性

と
牧

釜
力
性

と

の
背
反

の
誰
明
は
全

く
其
力
を
失

ふ
の
で
あ
る
。
然

し
問
題
は
少
し
も

共
意
義
を
失

つ
て
ゐ
な

い
。
た

穿
何
を
以

て
生
産
力
性

と
な
す

べ
き
か

Ψ
解

か
る

」
こ
と
な
く
、
後
進

の
研
究
家

に
淺

さ
る

玉
の

で
あ
る
。
そ
れ

は
財

の
量

か
、
財

の
利
用

か
、
何
ら

か
適
當

に
定
義

せ
ら
れ
た
費
用
を
控

除
せ
ら
れ
た
利
用

の
淺

か
の
問

題
、
換

冒

す
れ
ば
何
が
経
濟
的
厚
生
か

の
問
題

が
残

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

ラ

ン
ド
リ
ー
や

ビ
グ
ー

や

ロ
ー
リ

ア
が

国
旨

昌
N

か
ら
縫
承

し

た
問

題
の
主
な
る
も

の

玉

一
つ
は
こ
れ

で
あ
る
。

厚
生
輝
濟
學
吏
の

一
節

O
ま

国
穿
詩

と
祉
會
的
争
圃

三
三



厚

生

経
濟

學

史

の

一
節

9

8

国
h瀞
噌言

と
杜

會

的

串

闘

三

四

(
註

一
)

ピ
碧

穿
さ

H・げ
巳
一缶

ψo
o
一巴
o
畠
o
貯

℃
δ
智
蚕

か
言
臼
〈
一臼

o
昌
ρ

や

戯

ゆ
.

(
註

二
)

困
三
血
・も

・
轟
曾

・
O
h

>
昌
巴
景
o
伽
窪

碧

鍵
㈹
o
ロ
『
ヨ
o
m
伽
0
8
0
舅
5
5
窪

卸
繭盆
頓
℃
舞

ω
ぎ

貯
一乙
騒
畠
勾
蕊

罵
〉
口
忌
o
¢8
三

〇
㈹
一金

ρ

酔.
×
噂
う

宥
や

(
註

三

)

図び
凶自
・℃
℃
.
轟
8

●

ノ

ラ

ン
ド
リ
ー
は
此
ほ
か
に
、
牧
釜
力
性

か
ら
見

て
理
想
的
な
る
生
産
量
を
示
す
㎡
黙

が
、
生
産

力
性

か
ら
見

て
理
想
的
な

る
生

産
量

を
示
す

㎡
鮎

の
右
方
あ

る
場
合
が
可
能

で
あ
る
と

の
所
読

が
重
大
な

る
誤

で
あ
る

こ
と
を

、
指
摘
し

て
ゐ

る
。

「
国
津

膏

は

ノ

(
杜
會

か
ら
見

て
の
)
過
剰
生
産

及
び
過
少
生
産
を
読

い
て
ゐ
る
。
然
し
㎡
黙

が
㎡
黙

よ
り
右
方

に
あ
り
得
る

で
あ

ら
う

か
。
肚

會
的

に
見

て
最
大
生
産
量
を
示
す

㎡
鮎
は
、
使
用
債
値

と
費
用

と
の
差

の
最
大
な

る
生
産

量

に
相
雁
す
る
瓢
で
あ

る
。
實

際

に
は

最
大
生
産

力
性

の
鮎
は
、
国
津

昌
凶
が
考

へ
て
ゐ
る
窯

と
は
異
る
。
最
大
生
産
力
性

の
黙

は

毛
>

9
+

げ

な
る
限
り

の
黙

で
あ
る
。

一
財

の
生
産
費

は
、
此
財
を
得

る
た

め
に
、
得
ら
る

べ
き
を
失
は
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
財

の
利
用

の
合
計

ヘ

へ

に
他

な

ら

な

い
か

ら
、

此
財

の
生

産

を
出

來

る
だ

け

多

く
す

る

の

が

よ

い
。
但

し

よ
り

利

用

あ

る
物

を

失

は

な

い

こ
と

を
條

件

と

し

て
。

ミ
ー
(9
+
ぴ)
や

ミ

師
(魯
+
び
)
は
關

す

る

所

で
は

な

い
。
出

來

る
だ

け
多

く

の

財

を

生

産

す

れ

ば

よ

い
。
」
(
註
)
此
批

評

は

、

生
産
費

を

ラ

ン
ド
リ
ー

の
如

く
解

す

る
限

り

に
於

て
は

、
正
當

で
あ

ら

う
。

だ

が
、
国
漆

『9

の
如

く

そ
れ

を

一
定

せ
る
客

観

的
量

と
考

ふ

る
場

合

に
は

、
此

批

評

は
委

當

性

を
失

は

ね

ば

な

ら
ぬ

。
但

し

(9
+
ぴ
)
を
如

何

な

る

も

の
と
考

へ
ね
ば

な

ら

ぬ

か

は
、

ま

た
別

の
問

題

を

な
す

の
で
あ

る
。

(
駐
)

に
5
昏
¥
目
.猛
一ま

8
0
芭
0
9

富

℃
「o℃
「繭①審
営
℃
三
身
o
昌
ρ
℃
.
轟
『ρ




